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1.1 感染症発生動向調査事業 
 
 感染症発生動向調査事業は、平成 11年 4月 1日から施行された「感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律」の第三章（第 12条～16条）に基づき、「感染症の予防及び感
染症の患者に対する医療に関する法律の施行に伴う感染症発生動向調査事業の実施について」
（平成 11年 3月 19日健医発第 458号）により国の施策として位置づけられた。 
本県でも、県内の患者発生状況、病原体の検索等感染症に関する情報を迅速かつ的確に把握
し、その情報を速やかに地域に還元することにより、医療機関における適切な初期診断に役立
てるとともに、予防接種、集団生活の管理、衛生教育など適切な予防措置を講じ、感染症の発
生及びまん延の未然防止、有効かつ的確な感染症対策に資することを目的として、「長崎県感染
症発生動向調査事業実施要綱」（平成27年5月21日に一部改正）が定められている。 
 本調査では全数把握及び定点把握の感染症を対象とし、全数把握の対象感染症については、
患者を診断した医師が最寄りの保健所に届出を行うよう義務づけられている。また、定点把握
の対象感染症は、県内の感染症指定届出機関（定点医療機関）から毎週、管轄保健所に患者数
が報告されている。長崎県感染症情報センターでは、患者情報及び病原体情報について、週及
び月単位で国への報告をおこない、国の集計を経て還元された情報を用いて収集・分析した結
果を長崎県医療政策課、政令市（長崎市、佐世保市）保健所及び県立保健所、長崎県医師会な
どの関係機関に提供している。      
なお、類型による医師からの届出・報告基準については下表のとおりである。 
 

類  型 届出・報告 対  象 

一類～四類感染症（全数） 直ちに 全医療機関 
五類感染症   （ 〃 ） 7日以内 〃 
指定感染症   （ 〃 ） 直ちに 〃 
五類感染症（定点）小児科 週単位 定点医療機関 

〃   インフルエンザ 〃 〃 
〃          眼科 〃 〃 
〃          STD 月単位 〃 
〃          基幹 週及び月単位 〃 

 
 
1.2 対象感染症 
 
1.2.1 全数把握の対象感染症 
 1.2.1.1一類感染症 
（1）エボラ出血熱、（2）クリミア・コンゴ出血熱、（3）痘そう、（4）南米出血熱、（5）ペス
ト、（6）マールブルグ病、（7）ラッサ熱 
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1.2.1.2 二類感染症 
    （8）急性灰白髄炎、（9）結核、（10）ジフテリア、（11）重症急性呼吸器症候群（病原体がコ

ロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る）、（12）中東呼吸器症候群（病原
体がベータコロナウイルス属ＭＥＲＳコロナウイルスであるものに限る）、（13）鳥インフル
エンザ（H5N1）、（14）鳥インフルエンザ（H7N9） 

 
 1.2.1.3 三類感染症 
（15）コレラ、（16）細菌性赤痢、（17）腸管出血性大腸菌感染症、（18）腸チフス、 
（19）パラチフス 
  

1.2.1.4 四類感染症 
（20）Ｅ型肝炎、（21）ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む。）、（22）Ａ型肝炎、
（23）エキノコックス症、（24）黄熱、（25）オウム病、（26）オムスク出血熱、（27）回帰熱、
（28）キャサヌル森林病、（29）Ｑ熱、（30）狂犬病、（31）コクシジオイデス症、 
（32）サル痘、（33）重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウイルス属ＳＦＴＳウイル
スであるものに限る。）（34）腎症候性出血熱、（35）西部ウマ脳炎、（36）ダニ媒介脳炎、  
（37）炭疽、（38）チクングニア熱、（39）つつが虫病、（40）デング熱、（41）東部ウマ脳炎、 
（42）鳥インフルエンザ（H5N1及びH7N9を除く）、（43）ニパウイルス感染症、 
（44）日本紅斑熱、（45）日本脳炎、（46）ハンタウイルス肺症候群、（47）Ｂウイルス病、 
（48）鼻疽、（49）ブルセラ症、（50）ベネズエラウマ脳炎、（51）ヘンドラウイルス感染症、
（52）発しんチフス、（53）ボツリヌス症、（54）マラリア、（55）野兎病、（56）ライム病、
（57）リッサウイルス感染症、（58）リフトバレー熱、（59）類鼻疽、（60）レジオネラ症、 
（61）レプトスピラ症、（62）ロッキー山紅斑熱 

 
1.2.1.5 五類感染症（全数） 
（63）アメーバ赤痢、（64）ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く。）、（65）カルバ
ペネム耐性腸内細菌科細菌感染症、（66）急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、
ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く）、 
（67）クリプトスポリジウム症、（68）クロイツフェルト・ヤコブ病、（69）劇症型溶血性レ
ンサ球菌感染症、（70）後天性免疫不全症候群、（71）ジアルジア症、（72）侵襲性インフル
エンザ菌感染症、（73）侵襲性髄膜炎菌感染症、（74）侵襲性肺炎球菌感染症、（75）水痘（患
者が入院を要すると認められるものに限る。）、（76）先天性風しん症候群、（77）梅毒、（78）
播種性クリプトコックス症、（79）破傷風、（80）バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染
症、（81）バンコマイシン耐性腸球菌感染症、（82）風しん、（83）麻しん、（84）薬剤耐性
アシネトバクター感染症 

 
 1.2.1.6 新型インフルエンザ等感染症 
（110）新型インフルエンザ、（111）再興型インフルエンザ 
 



 - 4 - 

1.2.2 定点把握の対象感染症（五類感染症） 
  1.2.2.1 五類感染症（定点） 
（85）ＲＳウイルス感染症、（86）咽頭結膜熱、（87）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、（88）感
染性胃腸炎、（89）水痘、（90）手足口病、（91）伝染性紅斑、（92）突発性発しん、（93）百日
咳、（94）ヘルパンギーナ、（95）流行性耳下腺炎、（96）インフルエンザ（鳥インフルエンザ
及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）、（97）急性出血性結膜炎、（98）流行性角結膜炎、
（99）性器クラミジア感染症、（100）性器ヘルペスウイルス感染症、（101）尖圭コンジロー
マ、（102）淋菌感染症、（103）クラミジア肺炎（オウム病を除く。）、（104）細菌性髄膜炎（イ
ンフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因として同定された場合を除く）、（105）ペニシリ
ン耐性肺炎球菌感染症、（106）マイコプラズマ肺炎、（107）無菌性髄膜炎、（108）メチシリ
ン耐性黄色ブドウ球菌感染症、（109）薬剤耐性緑膿菌感染症 
 
1.2.2.2 法第14条第 1項に規定する厚生労働省令で定める疑似症  
（112）摂氏 38 度以上の発熱及び呼吸器症状（明らかな外傷又は器質的疾患に起因するもの
を除く）若しくは（113）発熱及び発しん又は水疱（ただし、当該疑似症が二類感染症、三類
感染症、四類感染症又は五類感染症の患者の症状であることが明らかな場合を除く） 
  

1.3 オンラインシステムによる積極的疫学調査結果の報告の対象  
 
二類感染症  
（13）鳥インフルエンザ（H5N1） 
 

1.4 定点医療機関数 
 
患者定点 

※（ ）内は報告単位を示す。 

 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科 
（週） 

基幹 
（週） 

STD 

（月） 
基幹 
（月） 

疑似症 

長 崎 市 17 10 3 3 3 3 26 
佐 世 保 市 11 6 1 1 2 1 17 
西 彼 6 4 1 1 1 1 8 
県 央 10 6 1 1 2 1 17 
県 南 8 5 1 1 1 1 10 
県 北 4 3 0 1 1 1 6 
五 島 5 4 1 1 0 1 5 
上 五 島 3 2 0 1 0 1 3 
壱 岐 3 2 0 1 0 1 4 
対 馬 3 2 0 1 0 1 4 
合 計 70 44 8 12 10 12 100 
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病原体定点 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科 
（週） 

基幹 
（週） 

長 崎 市 1 1 1 3 
佐 世 保 市 2 1 0 1 
西 彼 0 1 0 1 
県 央 1 2 0 1 
県 南 0 1 0 1 
県 北 0 1 0 1 
五 島 1 0 0 1 
上 五 島 1 0 0 1 
壱 岐 1 0 0 1 
対 馬 1 0 0 1 
合 計 8 7 1 12 
※（ ）内は報告単位を示す。 
 

1.5 感染症情報の提供 
 毎週、「長崎県感染症発生動向調査速報」を作成し、長崎県医療政策課、県立保健所、政令市
保健所、長崎市保健環境試験所等に Eメールで速報を配信し、各保健所から定点医療機関へ報
告をおこなっている。また、長崎県医療政策課を通じ、教育庁体育保健課等関係機関及び長崎
県医師会に報告がなされている。さらに、一般県民及び医療機関の関係者に向けて感染症情報
のホームページを開設し、感染症の予防及び拡大防止に寄与している。 
 
1.6  報告週対応表（2015年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

週 月 火 水 木 金 土 日 週 月 火 水 木 金 土 日
1月 1 29 30 31 1 2 3 4 7月 28 6 7 8 9 10 11 12

2 5 6 7 8 9 10 11 29 13 14 15 16 17 18 19
3 12 13 14 15 16 17 18 30 20 21 22 23 24 25 26
4 19 20 21 22 23 24 25 31 27 28 29 30 31 1 2
5 26 27 28 29 30 31 1 8月 32 3 4 5 6 7 8 9

2月 6 2 3 4 5 6 7 8 33 10 11 12 13 14 15 16
7 9 10 11 12 13 14 15 34 17 18 19 20 21 22 23
8 16 17 18 19 20 21 22 35 24 25 26 27 28 29 30
9 23 24 25 26 27 28 1 9月 36 31 1 2 3 4 5 6

3月 10 2 3 4 5 6 7 8 37 7 8 9 10 11 12 13
11 9 10 11 12 13 14 15 38 14 15 16 17 18 19 20
12 16 17 18 19 20 21 22 39 21 22 23 24 25 26 27
13 23 24 25 26 27 28 29 10月 40 28 29 30 1 2 3 4
14 30 31 1 2 3 4 5 41 5 6 7 8 9 10 11

4月 15 6 7 8 9 10 11 12 42 12 13 14 15 16 17 18
16 13 14 15 16 17 18 19 43 19 20 21 22 23 24 25
17 20 21 22 23 24 25 26 44 26 27 28 29 30 31 1
18 27 28 29 30 1 2 3 11月 45 2 3 4 5 6 7 8

5月 19 4 5 6 7 8 9 10 46 9 10 11 12 13 14 15
20 11 12 13 14 15 16 17 47 16 17 18 19 20 21 22
21 18 19 20 21 22 23 24 48 23 24 25 26 27 28 29
22 25 26 27 28 29 30 31 12月 49 30 1 2 3 4 5 6

6月 23 1 2 3 4 5 6 7 50 7 8 9 10 11 12 13
24 8 9 10 11 12 13 14 51 14 15 16 17 18 19 20
25 15 16 17 18 19 20 21 52 21 22 23 24 25 26 27
26 22 23 24 25 26 27 28 53 28 29 30 31 1 2 3
27 29 30 1 2 3 4 5
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2 感染症発生動向調査結果 
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2.1 全数把握の対象感染症 
 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（以下、「法」という）について、
平成27年に以下のとおり改正が行われた。 
 

 施行日 疾病名（類型）等 変更内容 

平成27年1月21日 

「中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナ
ウイルス属ＭＥＲＳコロナウイルスである
ものに限る)」および「鳥インフルエンザ
(H7N9)」 

指定感染症の指定を
廃止、二類感染症へ
の追加 ① 

平成27年1月21日 「デング熱」 届出基準の一部改正

② 平成27年5月21日 「侵襲性髄膜炎菌感染症」および「麻しん」 
医師の届出が「7日以
内」から「直ちに」

 
上記改正に係る根拠法令は以下のとおり。 
 
① 法の一部を改正する法律（平成26年11月21日法律第115号）等 
② 法施行規則の一部を改正する省令（平成27年厚生労働省令第101号）                               
 
本県における平成 27年の全数把握の対象疾患の届出状況は下記のとおりであった。 
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2.1.1 一類感染症 
 
届出なし 

 
2.1.2 二類感染症 
 
2.1.2.1 結核 
 結核は、結核菌群による感染症で、主に飛沫核感染により気道を介して感染する。症状は咳、
喀痰、微熱が典型的とされており、胸痛、呼吸困難、血痰、全身倦怠感、食欲不振等を伴うこ
ともあるが、初期には無症状のことも多い。 
平成 27年は 270件の届出があり、前年より 206件少なかった。前年は過去 5年において最多
の届出件数であったが、本年は大きく減少し、最少であった（図１）。月の報告数は 14～32 件
で推移した（図２）。届出を男女別にみると、男性が 144件（53％）、女性が 126件（47％）で
あった（図３）。 
届出の年齢は 5ヶ月～100歳。高齢になるにつれ届出数が多く、60歳代以上は 196名で全体
のおよそ 73％を占めていた。 
類型別にみると、「患者」220件、「無症状病原体保有者」50件で、前年に比べ、「患者」で 105
件、「無症状病原体保有者」で 100件少なかった。 
「患者」の年齢別内訳は、80歳代で 80件、70歳代で 51件、90歳以上で 26件の順に多く（表
１）、「無症状病原体保有者」では、50歳代が最も多く 13件、続いて 30歳代および 60歳代が
11人であった（表２）。また、男女別にみると、「患者」では、男性が 128件、女性が 92件と男
性の方が 3割ほど多く、「無症状病原体保有者」では、男性が 16件、女性が 34件となっている。 
「患者」の職業をみると無職が 78％と最も多く、次いで会社員や自営業といった職種が 15％
を占めていた（図４）。一方「無症状病原体保有者」の職業は、医療・介護従事者が全体の44％
を占め、次いで無職が 34％であった（図５）。 
平成 27年は集団感染の発生はなかったが、例年と同様に家族内、職場内での感染事例が多数
散見された。また、医療機関や介護施設における従事者と利用者の接触による感染事例も認め
られた。 
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図２ 結核の週別届出件数 

 

図１ 結核の届出件数の推

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

届
出
件
数

総数 男性 女性

0

2

4

6

8

10

12

1週 6週 10週 15週 19週 23週 27週 32週 36週 40週 45週 49週 53週

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告週

定
点
当
た
り
報
告
数
（
人
）

患者 無症状病原体保有者



 - 10 - 

 
 
 

 
 

  
  

 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

年齢 
10歳

未満 
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳

以上 
合計 

男 1 0 4 2 5 7 15 37 44 13 128 

女 1 0 2 3 6 10 7 14 36 13 90 

計 2 0 6 5 11 17 22 51 80 26 220 

年齢 
10歳

未満 
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳

以上 
合計 

男 0 0 0 5 0 3 5 1 2 0 16 

女 1 0 7 6 1 10 6 3 0 0 34 

計 1 0 7 11 1 13 11 4 2 0 50 

図３ 結核の年齢・類型別届出件数 

表１ 患者年齢・性別構成 

表２ 無症状病原体保有者年齢・性別構成 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

10歳未満

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

患者・男

患者・女

無症状病原体保有者・男

無症状病原体保有者・女
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図５ 無症状病原体保有者の職業別割合(n =50) 
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図４ 結核患者の職業別割合 （n=220） 
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2.1.3 三類感染症 
2.1.3.1 腸管出血性大腸菌感染症 
腸管出血性大腸菌感染症はベロ毒素（Verotoxin=VTまたはShiga-like toxin=Stx）を産生する腸
管出血性大腸菌の感染によって起こり、腹痛、水様性下痢及び血便を主症状とする全身性の疾
患である。さらに、発症後数日から2週間以内に、溶血性尿毒症症候群（HUS）や脳症などの重
篤な合併症を引き起こすことがある。 
本疾患の平成27年の届出総数は50件で、前年の142件から92件減少した。その内訳は「患者」
としての届出が27件、「無症状病原体保有者」が23件であった。それぞれの月別届出件数を以
下に示す。 

 
 表３ 腸管出血性大腸菌感染症の月別届出件数 

（件） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

患者 1 - - 2 2 5 3 8 2 4 - - 27 

無症状病原体

保有者 
- - - 1 4 4 6 5 - 3 - - 23 

月別合計 1 - - 3 6 9 9 13 2 7 - - 50 

 
「患者」としての届出数が最も多かった月は8月であり、「無症状病原体保有者」では7月であ
った。年齢別に見ると、5歳未満の届出が13件と最も多く、次いで5～9歳および10歳代（6件）
が多かった。集団感染事例の発生はなかった。 
血清型の内訳は、病型の「患者」としてはO157が13件と最も多く、次いでO111が6件であっ
た。「無症状病原体保有者」ではO26が8件で最も多く、次いでO103が6件であった。患者およ
び無症状病原体保有者から分離された株の毒素の保有状況をみると、VT1のみを保有する株が
33株、VT2のみを保有する株が4株、VT1とVT2を共に保有する株が13株であった。 

 
 表４ 腸管出血性大腸菌の血清型別内訳 

（件） O157 O26 O111 O103 その他 

患者 13 2 6 4 2 

無症状病原体保有者 3 8 5 6 1 

合計 16 10 11 10 3 
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表５ 腸管出血性大腸菌感染症一覧 

週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第1週 

（12月） 
壱岐 

60歳代 

女性 
腹痛・その他（吐気、軟便、寒け） O111（VT1） 県内 

第17週 

（4月） 
壱岐 

5～9歳代 

男性 
腹痛、水様性下痢、発熱 O111（VT1） 県内 

第18週 

（4月） 
壱岐 

5歳未満 

男性 
水様性下痢、発熱 O111（VT1） 県内 

〃 壱岐 
80歳以上 

女性 
無症状 O111（VT1） 県内 

第19週 

（5月） 
県北 

5歳未満 

男性 
水様性下痢 O26（VT1） 県内 

〃 県北 
20歳代 

女性 
下痢 O26（VT1） 県内 

第21週 

（5月） 
長崎市 

5～9歳代 

男性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 長崎市 
40歳代 

男性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 長崎市 
40歳代 

女性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 長崎市 
10歳代 

女性 
無症状 O26（VT1） 県内 

第23週 

（6月） 
壱岐 

70歳代 

男性 
腹痛、水様性下痢、血便 O157（VT1） 県内 

第24週 

（6月） 
壱岐 

10歳代 

女性 
腹痛、水様性下痢、嘔吐 O103（VT1） 県内 

第25週 

（6月） 
壱岐 

20歳代 

男性 
腹痛、水様性下痢、血便、発熱 O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
10歳代 

男性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
10歳代 

男性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5～9歳代 

男性 
無症状 O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
70歳代 

女性 
無症状 O26（VT1） 県内 

第26週 

（6月） 
県南 

70歳代 

女性 
水様性下痢、血便 O157（VT1VT2） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第26週 

（6月） 
県南 

80歳以上 

男性 
水様性下痢、血便、発熱 O157（VT1VT2） 県内 

第27週 

（7月） 
県北 

5歳未満 

女性 
水様性下痢 O103（VT1） 県内 

第28週 

（7月） 
県北 

80歳以上 

女性 
無症状 O103（VT1） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

女性 
無症状 O103（VT1） 県内 

第29週 

（7月） 
壱岐 

10歳代 

男性 
水様性下痢 O111（VT1） 県内 

第30週 

（7月） 
壱岐 

40歳代 

男性 
無症状 O111（VT1） 県内 

〃 壱岐 
30歳代 

女性 
無症状 O111（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5～9歳代 

男性 
無症状 O111（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5～9歳代 

男性 
腹痛、下痢 O111（VT1） 県内 

〃 壱岐 
80歳以上 

女性 
無症状 O111（VT1） 県内 

第31週 

（8月） 
県央 

70歳代 

女性 
腹痛、水様性下痢、血便、嘔吐、発熱 O157（VT1VT2） 県内 

第32週 

（8月） 
壱岐 

70歳代 

女性 
腹痛、血便 O103（VT1） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

女性 
水様性下痢 O103（VT1） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

男性 
無症状 O103（VT1） 県内 

〃 県北 
30歳代 

女性 
無症状 O103（VT1） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

女性 
無症状 O103（VT1） 県内 

〃 五島 
5歳未満 

男性 
水様性下痢、血便、発熱 O157（VT2） 県内 

第33週 

（8月） 
壱岐 

80歳代 

男性 
無症状 O103（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

女性 
水様性下痢 O157（VT1VT2） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第33週 

（8月） 
県南 

5歳未満 

女性 
腹痛 O157（VT1VT2） 県内 

〃 五島 
20歳代 

女性 
無症状 O157（VT2） 県内 

第34週 

（8月） 
長崎市 

30歳代 

女性 
腹痛、水様性下痢、血便、発熱 O157（VT1VT2） 県内 

第36週 

（8月） 
壱岐 

5～9歳代 

男性 
腹痛、軟便 O111（VT1） 県内 

第37週 

（9月） 
壱岐 

10歳代 

男性 
腹痛、水様性下痢 O5（VT1） 県内 

第38週 

（9月） 
壱岐 

30歳代 

女性 
腹痛、水様性下痢 O121（VT2） 県内 

第42週 

（10月） 
長崎市 

5歳未満 

男性 
腹痛、血便 O157（VT1VT2） 県内 

第43週 

（10月） 
長崎市 

70歳代 

女性 

腹痛、水様性下痢、血便、溶血性貧血、

溶血性尿毒症症候群（HUS） 
O157（VT1VT2） 県内 

〃 長崎市 
30歳代 

女性 
軟便 O157（VT1VT2） 県内 

〃 長崎市 
5歳未満 

男性 
無症状 O157（VT1VT2） 県内 

〃 長崎市 
30歳代 

男性 
無症状 O157（VT1VT2） 県内 

〃 県央 
5歳未満 

男性 
水様性下痢、発熱 O157（VT1VT2） 県内 

第44週 

（10月） 
県南 

20歳代 

女性 
無症状 O55（VT1） 県内 
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図６ 腸管出血性大腸菌感染症の月別届出数 

図７ 腸管出血性大腸菌感染症の年齢別届出総数 
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2.1.4 四類感染症 
2.1.4.1  A型肝炎 

A型肝炎は、A型肝炎ウイルスによる感染症で、主な感染経路は糞便中に排泄されたウイル
スによる経口（糞口）感染である。2~6週間の潜伏期を経て、発熱、全身倦怠感、悪心、食欲不
振などの消化器症状、黄疸などの一過性の急性肝炎を呈する。 
平成27年は、5月に1件の届出があった。届出患者にはワクチン接種歴がなく、推定感染年月
日および経路については不明であった。 

表 A型肝炎届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第20週 

（5月） 
長崎市 

50歳代 

女性 
全身倦怠感・発熱・食欲不振・黄疸・肝機能異常 不明 県内 

 
 

2.1.4.2 重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウイルス属SFTSウイルスであるものに限る。） 
平成25年3月4日から四類感染症として追加された、重症熱性血小板減少症候群（Severe Fever 

with Thrombocytopenia Syndrome : SFTS）は、ブニヤウイルス科フレボウイルス属に分類される
新しいウイルスによるダニ媒介性感染症である。感染経路はマダニを介したものが中心だが、
血液等の患者体液との接触により人から人への感染も報告されている。主な症状は、発熱と消
化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、腹痛、下痢）で、ときに頭痛、筋肉痛、神経症状（意識障
害、痙攣、昏睡）、リンパ節腫脹なども見られる。 
平成 27年は、8月と 10月に各 1件の届出があった。いずれの症例も畑作業中にダニに咬まれ
ているため、その際に感染したものと推定された。 

3~11月にかけては、ウイルスを媒介するダニ類の活動が活発になるため、森林作業や農作業
など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が高いことから、山野に出向く
機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少ない服装での作業を
行うなど、ダニによる刺咬予防が必要である。 

 
表 重症熱性血小板減少症候群届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第34週 

（8月） 
長崎市 

70歳代 

女性 

発熱・頭痛・筋肉痛・神経症状・下痢・食欲不

振・全身倦怠感・血小板減少・白血球減少・リ

ンパ節腫脹・刺し口 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（ダニ） 
県内 

第42週 

（10月） 
県北 

80歳代 

男性 

発熱・食欲不振・全身倦怠感・血小板減少・ 

リンパ節腫脹脹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（ダニ） 
県内 

 
 
2.1.4.3 つつが虫病 
つつが虫病は、つつが虫病リケッチアを保有するダニの一種「つつが虫」に刺されることで
感染する。5~14日の潜伏期を経て、全身倦怠感、食欲不振とともに頭痛、悪寒、発熱を伴って
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発症する。ダニによって媒介される疾患であるため刺し口を確認することが診断の助けになる。 
平成 27年は 11月に 3件、12月に 1件の計 4件の届出があった。4件中 3件については、主
に生活環境周囲の山林等で作業を行いダニに咬まれたことが感染原因として推定された。 

3~11月にかけては、つつが虫病を媒介するダニ類が活発になる時期であるため、そのような
時期には、森林作業や農作業など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が
高いことから、山野に出向く機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の
露出が少ない服装での作業をおこなうなど、ダニによる刺咬予防が必要である。 

 
表 つつが虫病届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第46週 

（11月） 
県央 

60歳代 

男性 
発熱・刺し口・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
国内 

第47週 

（11月） 
佐世保市 

80歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第49週 

（11月） 
西彼 

70歳代 

女性 

発熱・刺し口・発疹・その他（口渇、眼脂（結

膜炎）、倦怠感、眠気） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第49週 

（12月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・刺し口・リンパ節腫脹・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

 
 
2.1.4.4 デング熱 
 デング熱は主としてネッタイシマカやヒトスジシマカによって媒介されるデングウイルスに 
よる感染症で、アジア、太平洋の諸島、オーストラリア北部、アフリカ、中南米の熱帯や亜熱 
帯地域に広く分布する。3~7日間の潜伏期の後に突然の発熱で発症し、頭痛、眼窩痛、筋肉痛、 
関節痛を伴うことが多い。患者の一部は、解熱の時期に血漿漏出や血小板減少による出血傾向 
に基づく症状（デング出血熱）が出現する。 
デング熱の届出は、1月と 11月に 1件ずつ計 2件の届出があった。いずれも海外における感
染が疑われ、「病型」は「デング熱」で、「デング出血熱」の報告は無かった。 
わが国にはデングウイルスは常在していないとされているが、平成26年 8月に、海外渡航歴が
なく、都内の公園等で蚊に刺され感染したと考えられる国内感染例が多数発生した。これを受
け、「蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針」が策定され、本県においても平成 27 年より
感染症媒介蚊の調査を開始している。 

表 デング熱届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第3週 

（1月） 
佐世保市 

40歳代 

男性 

発熱・2日以上続く発熱・頭痛・全身の筋肉痛・

骨関節痛・発疹・血小板減少 

動物・蚊・昆虫等

からの感染 
フィリピン 

第48週 

（11月） 
長崎市 

10歳代 

男性 
発熱・全身の筋肉痛・その他（下痢） 

動物・蚊・昆虫等

からの感染 
シンガポール 
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2.1.4.5 日本紅斑熱 
日本紅斑熱は、日本紅斑熱リケッチアを保有するマダニに刺されることで感染する。2～8日
の潜伏期を経て頭痛、全身倦怠感、高熱などを伴って発症する。つつが虫病同様、ダニによっ
て媒介される疾患であるため、刺し口を確認することが診断の助けになる。 
平成 27年の届出は 13件であった。発症月は 9~10月が多く、ダニの活動が活発な時期であっ
た。罹患した年齢層は、50歳代から 80歳代で女性の割合が多かった。届出のうち 11件で刺し
口が確認され、ほとんどが田畑での農作業中の感染と推定された。 
森林作業や農作業など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が高いこと
から、山野に出向く機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少
ない服装での作業を行うなど、ダニによる刺咬予防が必要である。 

表 日本紅斑熱届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第13週 

（3月） 
長崎市 

50歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第14週 

（3月） 
長崎市 

70歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第14週 

（4月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・頭痛・刺し口・発疹・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第15週 

（4月） 
長崎市 

50歳代 

女性 
発熱・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第20週 

（5月） 
西彼 

70歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹・DIC＊1・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（ダニ） 
県内 

第26週 

（6月） 
西彼 

80歳代 

男性 

発熱・頭痛・発疹・肝機能異常・ 

その他（血小板減少、CPK＊2上昇） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（みかん畑） 
県内 

第39週 

（9月） 
長崎市 

80歳代 

女性 

発熱・刺し口・発疹・肝機能異常・ 

その他（全身倦怠感、食欲不振） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第40週 

（10月） 
西彼 

60歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（ダニ） 
県内 

第41週 

（10月） 
長崎市 

70歳代 

男性 

発熱・頭痛・刺し口・発疹・DIC・肝機能異常・

その他（腎機能異常） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第43週 

（10月） 
長崎市 

70歳代 

男性 

発熱・刺し口・発疹・DIC・肝機能異常・ 

その他（吐気、筋肉痛） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染（農作業） 
県内 

第46週 

（11月） 
長崎市 

70歳代 

女性 
発熱・頭痛・刺し口・発疹・DIC・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第50週 

（12月） 
西彼 

60歳代 

女性 
発熱・刺し口・発疹・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 
県内 

第51週 

（12月） 
西彼 

80歳代 

男性 
発熱・刺し口・発疹・DIC・肝機能異常 その他（不明） 県内 

＊1 DIC: Disseminated Intravascular Coagulation          ＊2 CPK：クレアチンホスホキナーゼ、Creatine PhosphoKinase 
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2.1.4.6 レジオネラ症 
 レジオネラ症は、レジオネラ属菌による感染症である。本菌は、土壌などの自然環境中に存
在する細菌であるため、汚染された土壌の砂塵や汚染された水（冷却塔水や給湯水など）のエ
アロゾルを吸入して空気感染または飛沫感染する。病型は、劇症型の「肺炎型」と一過性の「ポ
ンティアック熱型」がある。「肺炎型」はレジオネラ症の大半を占め、肺炎を主徴とする。全身
倦怠感、筋肉痛、発熱の非特異的症状に始まり、乾性咳、喀痰、胸痛が出現する。意識障害や
歩行障害などの中枢神経系の症状や腹痛、下痢等の消化器症状も見られる。「ポンティアック熱
型」は、発熱を主徴とし、全身倦怠感、悪寒、頭痛、筋肉痛などを伴うが肺炎はみられない。 
平成 27年の届出は 15件であった。月別にみると、1月に 2件、2月に 1件、3月に 2件、4
月に 1件、6月に 2件、8月に 2件、9月に 1件、10月に 1件、11月に 2件、12月に 1件の報
告がなされた。「病型」は肺炎を主症状とする「肺炎型」が 12件、ポンティアック熱型が 3件
であった。届出患者の年齢層は、50歳代から 90歳代で、届出患者の8割が男性であった。 
推定感染地域は全て「県内」で、届出のうち約半数の 8 件が感染経路「不明」とされたが、
残り 7件のうち 5件は「水系感染」、1件は「塵埃感染」残る 1件は「土壌」からの感染と推定
された。 

 
 

表 レジオネラ症届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第5週 

（1月） 
佐世保市 

80歳代 

男性 
発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 水系感染 県内 

第5週 

（1月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・下痢・肺炎・その他（全身倦怠感） その他（不明） 国内 

第8週 

（2月） 
県央 

60歳代 

男性 
発熱・肺炎 その他（不明） 県内 

第9週 

（3月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・呼吸困難・肺炎 その他（不明） 国内 

第13週 

（3月） 
佐世保市 

50歳代 

男性 
発熱・咳嗽・肺炎 その他（土壌） 県内 

第17週 

（4月） 
県南 

80歳代 

男性 
発熱 水系感染（温泉） 県内 

第24週 

（6月） 
長崎市 

90歳代 

女性 
発熱・咳嗽 その他（不明） 県内 

第24週 

（6月） 
長崎市 

60歳代 

女性 
発熱・呼吸困難・肺炎・その他（背部痛） 水系感染（温泉） 県外 

第33週 

（8月） 
県南 

60歳代 

男性 
発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 

水系感染 

（入浴施設） 
県内 

第35週 

（8月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
発熱・咳嗽・肺炎 

水系感染 

（熱帯魚水槽） 
県内 
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第40週 

（9月） 
県北 

50歳代 

男性 
発熱・咳嗽・肺炎 塵埃感染 県内 

第44週 

（10月） 
長崎市 

80歳代 

男性 
発熱・その他（筋肉痛） その他（不明） 県内 

第46週 

（11月） 
県央 

60歳代 

男性 
発熱・呼吸困難・下痢・肺炎・多臓器不全 その他（不明） 県内 

第48週 

（11月） 
佐世保市 

80歳代 

女性 
発熱・呼吸困難・肺炎・その他（意識消失発作） その他（不明） 県内 

第52週 

（12月） 
西彼 

60歳代 

男性 

発熱・咳嗽・呼吸困難・下痢・意識障害・ 

多臓器不全 
水系感染（温泉） 県内 
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2.1.5 五類感染症 
 
2.1.5.1 アメーバ赤痢 
アメーバ赤痢は、赤痢アメーバの感染に起因する疾患である。病型は下痢、粘血便、しぶり
腹、鼓腸、排便時の下腹部痛などの消化器症状を主症状とする「腸管アメーバ症」と腸管部よ
りアメーバが血行性に転移することにより、肝膿瘍や高熱、嘔吐、体重減少、全身倦怠感を呈
する「腸管外アメーバ症」に大別される。感染経路には、赤痢アメーバに汚染された飲食物な
どの経口摂取や性的接触がある。 
  平成 27年の届出は、3月に 2件、4月、5月に 1件、7月に 3件、8月に 1件、9月に 2件、

10月に 1件の計 11件であった。 
推定される感染原因・感染経路は、「性的接触（性交）」が全体の半数以上を占める 7 件で、
その他、「経口感染（飲食物の種類不明）」が 2件、残りの 2件は「不明」であった。感染地域
は、「県内」が 3件、「県外」と「都道府県不明」が合わせて 7件、1件が「大韓民国」に渡航し
た際の性的接触による感染が疑われた事例であった。 
先進国において男性と性行為をする男性がアメーバ赤痢のハイリスクグループと言われてい
るが、平成27年の長崎県では、同性間と異性間の性的接触が半々であった。 
病型別にみると、9件が「腸管アメーバ症」で、2件は「腸管外アメーバ症」と診断された。 
下痢や粘血便といった症状があって医療機関を受診する場合がほとんどであるが、がん検診が
きっかけで本疾患と診断された事例もあった。 

 
 

表 アメーバ赤痢届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第10週 

（3月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
下痢・粘血便 

性的接触 

（性交・同性間） 
県内 

第11週 

（3月） 
佐世保市 

60歳代 

男性 
その他（便潜血） 

経口感染 

（詳細不明） 
国内 

第16週 

（4月） 
佐世保市 

60歳代 

男性 
その他（便潜血） その他（不明） 県内 

第22週 

（5月） 
壱岐 

20歳代 

女性 
腹痛・その他（不正性器出血） 

性的接触 

（性交・不明） 
国内 

第28週 

（7月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
下痢・粘血便・しぶり腹・腹痛・発熱 

性的接触 

（性交、経口・同性間） 
国内 

第29週 

（7月） 
長崎市 

50歳代 

女性 
粘血便・しぶり腹 

経口感染 

（詳細不明） 
県内 

第30週 

（7月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
下痢・粘血便・大腸粘膜異常所見 

性的接触 

（性交・異性間） 
国内 

第36週 

（8月） 
県北 

50歳代 

男性 
粘血便・鼓腸・大腸粘膜異常所見 

性的接触 

（経口・異性間） 
国内 
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第38週 

（9月） 
長崎市 

30歳代 

男性 
肝膿瘍  

性的接触 

（性交・同性間） 
国内 

第40週 

（9月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
大腸粘膜異常所見・その他（便潜血陽性） 

性的接触 

（性交・異性間） 
大韓民国 

第40週 

（10月） 
県南 

40歳代 

女性 
その他（便潜血陽性） その他（不明） 国内 

 
 
2.1.5.2 ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く。） 
ウイルス性肝炎は、ウイルス感染を原因とする急性肝炎（B型肝炎、C型肝炎、その他のウイ
ルス性肝炎）である。肝炎ウイルスは血液を介して感染し、特にB型肝炎ウイルスは、 母子感
染や性感染にも注意が必要である。症状は、一般に全身倦怠感、感冒様症状、食欲不振、悪感、
嘔吐などの症状で急性に発症して、数日後に褐色尿や黄疸を伴うことが多い。発熱、肝機能異
常、その他の全身症状を呈する発病後間もない時期には、かぜあるいは急性胃腸炎などと類似
した症状を示すとされている。 
平成 27年の届出は 6月、7月、8月に各 1件の計 3件であった。 
届出での「病型」はすべて「B型」、推定感染地域は「国内」「県内」「国外（中国）」であり、
感染原因・感染経路として、いずれも性的接触が推定された。感染推定地が「国内」「県内」の
事例はワクチン接種歴が無く、国外（中国）での感染が推定された事例ではワクチン接種歴不
明であった。 

 
表 ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く。）届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第27週 

（6月） 
県央 

40歳代 

男性 
全身倦怠感・褐色尿・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（性交・異性間） 
国内 

第29週 

（7月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
全身倦怠感・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（性交・同性間） 
中国 

第32週 

（8月） 
壱岐 

30歳代 

男性 
全身倦怠感・嘔吐・褐色尿・発熱・肝機能異常・黄疸

性的接触 

（不明） 
県内 

 
 
2.1.5.3 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 
 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（Carbapenem-Resistant Enterobacteriaceae：CRE）感染症は、
メロペネムなどのカルバペネム系薬剤及び広域β－ラクタム剤に対して耐性を示す腸内細菌科
細菌による感染症であり、平成 26年 9月 19日の感染症法施行規則の改正に伴い 5類感染症に
追加された。CREは、菌そのものの病原性は変化していないので、感染を起こした場合の症状
や検査所見が感受性菌と大きく変わっているわけではない。しかし、各種抗菌薬を用いた治療
に抵抗性を示すため、難治感染を起こしやすく、重症感染に至ると致死率が高まるため注意が
必要な疾患である。届出の際には、まず検出した菌の所見がCREの条件を満たすことが前提と
なり、菌が分離された検体の種類により報告の必要性が判断される。「通常無菌的である」検体
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（血液、腹水、髄液等）からCREの条件を満たす菌が分離された場合は自動的に届出対象とな
る。「通常無菌的ではない」検体（喀痰、膿、尿等）から検出した場合は、その菌が感染症の起
因菌であると判断された場合のみ届出対象となる。 
 平成 27年は、年間を通して 21件の届出があった。診断の根拠となる検査用検体は、「通常無
菌的である」検体からの検出が 11件、「通常無菌的ではない」検体からの検出が10件であった。
患者は、中年から高齢者が大半を占めていたが、乳児症例が 2件報告された。 
 

表 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症（CRE）届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第4週 

（1月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
腹膜炎 

以前からの保菌 

（腸管内、腹腔内） 
県内 

第5週 

（2月） 
長崎市 

80歳代 

男性 
肺炎 その他（誤嚥疑い） 県内 

第6週 

（2月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
肺炎 

以前からの保菌 

（呼吸器） 
県内 

第9週 

（2月） 
長崎市 

0歳 

男性 
尿路感染症 

医療器具関連感染 

（尿路カテーテル） 
県内 

第10週 

（3月） 
長崎市 

70歳代 

女性 
肺炎 その他（不明） 県内 

第10週 

（3月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
胆菅炎 その他（不明） 県内 

第10週 

（3月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
胆菅炎 その他（不明） 県内 

第23週 

（6月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
胆菅炎・その他（発熱、嘔吐） 

医療器具関連感染 

（胆道ドレナージ） 
県内 

第25週 

（6月） 
長崎市 

1歳 

男性 
菌血症 

医療器具関連感染 

（中心静脈カテーテル） 
県内 

第25週 

（6月） 
県央 

80歳代 

男性 
肺炎 その他（不明） 県内 

第27週 

（7月） 
県央 

30歳代 

女性 
その他（発熱） その他（不明） 県内 

第32週 

（8月） 
長崎市 

60歳代 

女性 
敗血症 

以前からの保菌 

（腸） 
県内 

第42週 

（10月） 
佐世保市 

60歳代 

女性 
その他（手関節開放骨折、発熱） 

手術部位感染 

（尺骨切除術、人工真皮） 
県内 

第42週 

（10月） 
県央 

80歳代 

男性 
肺炎 その他（市中感染） 県内 

第43週 

（10月） 
佐世保市 

70歳代 

男性 
その他（術後創部感染） 

手術部位感染 

（腰椎椎弓切除） 
県内 
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第46週 

（11月） 
長崎市 

60歳代 

女性 
肺炎・腸炎・腹膜炎・敗血症 

医療器具関連感染 

（人工呼吸器等） 
県内 

第47週 

（11月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
尿路感染症・菌血症・敗血症 その他（不明） 国内 

第47週 

（11月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
敗血症 

医療器具関連感染 

（中心静脈カテーテル） 
県内 

第49週 

（12月） 
県央 

70歳代 

男性 
肺炎 

以前からの保菌 

（喀痰からの検出歴） 
県内 

第52週 

（12月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
肺炎 

以前からの保菌 

（呼吸器） 
県内 

第52週 

（12月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
尿路感染症・敗血症 

その他（尿路結石が原因と

思われる尿路感染症 
県内 

 
 
2.1.5.4 急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介性脳炎、東部ウマ脳炎、日本
脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く。） 
急性脳炎は、ウイルスなど種々の病原体の感染による脳実質の感染症である。多くは何らか
の先行感染を伴い、高熱に続き、意識障害や痙攣が突然出現し、持続する。炎症所見が明らか
ではないが、同様の症状を呈する脳症も含まれる。 
平成 27年は、1月に 2件、5月、6月に 1件ずつ、10月に 3件の計 7件の届出があった。病
原体については、1月（第 4週）の届出のみ「A型インフルエンザウイルス」と判明しており、
その他の届出は「病原体不明」であった。 

 
表 急性脳炎届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第2週 

（1月） 
長崎市 

80歳代 

女性 
発熱・意識障害・その他（失調性呼吸） 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第4週 

（1月） 
壱岐 

10歳代 

男性 
発熱・頭痛・痙攣・意識障害 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第22週 

（5月） 
長崎市 

4歳 

男性 
発熱・意識障害・髄液細胞数の増加 その他（不明） 県内 

第27週 

（6月） 
長崎市 

30歳代 

女性 
頭痛・嘔吐・項部硬直・意識障害・髄液細胞数の増加

飛沫・飛沫核 

感染 
国内 

第40週 

（10月） 
長崎市 

1歳 

女性 
発熱・痙攣・意識障害 その他（不明） 県内 

第43週 

（10月） 
長崎市 

2歳 

女性 

発熱・髄液細胞数の増加・その他（右肩挙上困難、歩

行障害） 
その他（不明） 県内 

第43週 

（10月） 
長崎市 

4歳 

女性 
発熱・痙攣・意識障害 その他（不明） 県内 
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2.1.5.5 クロイツフェルト・ヤコブ病 
クロイツフェルト・ヤコブ病は、100万人に 1人の割合で孤発性または家族性に生じ、脳組織 
の海綿（スポンジ）状変性を特徴とする疾患である。感染因子は、異常プリオン蛋白と考えら
れており、不可逆的な致死性神経障害を生ずる。 
平成 27年の届出は、2月に 2件、6月に 1件の計 3件であった。患者は 60歳代～80歳代で、
病型は家族性プリオン病が 1件、古典型クロイツフェルト・ヤコブ病が 2件であった。 

表 クロイツフェルト・ヤコブ病届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第8週 

（2月） 
佐世保市 

60歳代 

女性 

進行性認知症・ミオクローヌス・錐体路症状・錐体外路

症状・小脳症状・無動性無言状態・記憶障害・精神知能

障害 

  

第9週 

（2月） 
佐世保市 

80歳代 

女性 

進行性認知症・ミオクローヌス・錐体路症状・錐体外路

症状・小脳症状・無動性無言状態・記憶障害・精神、知

能障害・筋強剛 

  

第26週 

（6月） 
長崎市 

80歳代 

男性 

進行性認知症・ミオクローヌス・錐体外路症状・記憶障

害・精神、知能障害・臨床的に頑固な不眠 
  

 
 
2.1.5.6 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 
β溶血を示すレンサ球菌を原因とし、突発的に発症して急激に進行する敗血症性ショック病態 
である。皮膚や粘膜から、通常は菌の存在しない筋肉、脂肪組織や血液に溶血性レンサ球菌が
侵入することによって発症する。初発症状は咽頭痛、発熱、消化管症状、全身倦怠感、低血圧
などの敗血症症状、筋痛などで、後発症状としては軟部組織病変、循環不全、呼吸不全、血液
凝固異常（DIC）、肝腎症状など多臓器不全を来し、日常生活を営む状態から 24時間以内に多臓
器不全が完結する程度の進行を示す。 
平成 27年は 1月、3月、10月に各 1件の計3件の届出があった。血液や壊死軟部組織から病
原体が分離・同定され、1件は血清群「A群」が検出され、残る 2件は血清群別に関する情報が
未記載であった。推定感染地域は国内が 1件、県内が 2件であった。感染原因・感染経路は 3
件のうち 1件が「飛沫・飛沫核感染」で、残る 2件は「不明」であった。 

表 劇症型溶血性レンサ球菌感染症届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第1週 

（1月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
ショック・腎不全・DIC・軟部組織炎・中枢神経症状

飛沫・飛沫核 

感染 
国内 

第11週 

（3月） 
佐世保市 

60歳代 

男性 
ショック・肝不全・腎不全・DIC・軟部組織炎 その他（不明） 県内 

第40週 

（10月） 
佐世保市 

70歳代 

女性 

ショック・肝不全・腎不全・急性呼吸窮迫症候群・

DIC・軟部組織炎 
その他（不明） 県内 
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2.1.5.7 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む） 
後天性免疫不全症候群は、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）の感染によって免疫不全が生じ、日
和見感染症や悪性腫瘍が合併した状態である。HIV に感染した後、無症候性の時期（無治療で
約 10年）を経て、生体が高度の免疫不全症に陥る。主な感染経路には、性的接触、母子感染（経
胎盤、経産道、経母乳感染）、血液によるもの（輸血、臓器移植、医療事故、麻薬等の静脈注射
など）がある。 
平成 27年は 1月、4月、6月、7月、10月に各 1件、9月に 2件の計 7件の届出があった。「類
型」は、「患者」が 4件「無症状病原体保有者」が 3件で、報告があったのは 20歳代から 50歳
代の男性であった。推定される感染地域は 6件が「国内」で、残る 1件は、フィンランドでの
感染が疑われた。感染経路は、「不明」が 1件で残る 6件は「性行為感染」（異性間 1件、同性
間 4件、異性間＋同性間 1件）であった。 
 「無症状病原体保有者」の診断契機としては、疾患の治療前スクリーニングが 1 件、他の感
染症（梅毒）診察時の検査によるものが 1件、不明が 1件であった。 
 

表 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

（最近数年間の主

な居住地） 

第2週 

（1月） 
県央 

50歳代 

男性 
全身倦怠感・体重減少・咳嗽・喀痰 

性行為感染 

（同性間） 
国内 

第18週 

（4月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
なし 

性行為感染 

（同性間） 
国内 

第25週 

（6月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
発熱・頭痛・体重減少 

性行為感染 

（同性間） 
国内 

第28週 

（7月） 
県央 

40歳代 

男性 
食欲不振・黄疸・肛門周囲の痒み、痛み 

性行為感染 

（同性間） 
国内 

第37週 

（9月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
なし 

性行為感染 

（異性間） 
国内 

第38週 

（9月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
発熱・吐気 

その他 

（不明） 
国内 

第42週 

（10月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
なし 

性行為感染 

（異性間、同性間） 
フィンランド 
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2.1.5.8 侵襲性インフルエンザ菌感染症 
平成25年4月1日から届出の対象となり、「Haemophilus influenzaeによる侵襲性感染症のうち、
本菌が髄液又は血液から検出された感染症」と定義されている。発症は一般に突発的であり、
上気道炎や中耳炎を伴って発症する場合もある。 
平成 27年は 4月、5月、7月に 1件の計 3件の届出があった。推定感染経路は 2件が「不明」、
残る 1 件は内耳奇形からの直接感染が疑われた。また、感染地域はいずれも「県内」と推定さ
れた。 
ワクチン接種歴があったのは 3件中 2件であった。 
 

表 侵襲性インフルエンザ菌感染症届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第18週 

（4月） 
佐世保市 

70歳代 

男性 
ショック・肺炎・菌血症 その他（不明） 県内 

第21週 

（5月） 
県央 

1歳 

男性 
発熱・菌血症 その他（不明） 県内 

第30週 

（7月） 
県央 

1歳 

男性 
発熱・項部硬直・髄膜炎・菌血症 その他（内耳） 県内 

 
2.1.5.9 侵襲性肺炎球菌感染症 
平成 25年 4月 1日から届出の対象となり、「Streptococcus pneumoniae による侵襲性感染症の
うち、本菌が髄液又は血液から検出された感染症」と定義されている。感染経路は飛沫感染が
ほとんどで、主な症状は、髄膜炎とそれ以外の菌血症を伴う肺炎や敗血症である。 
平成 27年は計 20件の届出があった。推定感染経路は 6件が「飛沫・飛沫核感染」、1件が「接
触感染」、11 件は「その他（不明）」であった。その他、定着菌からの感染および慢性副鼻腔炎
からの感染が推定されたものが、それぞれ 1件あった。感染地域は 3件が「国内」その他の届
出事例は「県内」で感染したと推定された。 
ワクチン接種歴は 20件中 3件が「あり」、その他は「不明」または「なし」であった。 
 

表 侵襲性肺炎球菌感染症届出一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第1週 

（1月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・意識障害・髄膜炎 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第5週 

（1月） 
県央 

80歳代 

女性 
発熱・咳・全身倦怠感・肺炎・菌血症 

飛沫・飛沫核 

感染 
国内 

第6週 

（2月） 
佐世保市 

60歳代 

男性 
発熱・嘔吐・意識障害・項部硬直・髄膜炎・中耳炎 その他（不明） 県内 

第8週 

（2月） 
佐世保市 

60歳代 

女性 
発熱・咳・肺炎・菌血症 その他（不明） 県内 
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第8週 

（2月） 
県央 

60歳代 

女性 
発熱・咳・全身倦怠感・肺炎・菌血症 その他（不明） 県内 

第9週 

（2月） 
県央 

70歳代 

女性 
髄膜炎 その他（不明） 県内 

第15週 

（4月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
頭痛・発熱・項部硬直・菌血症 接触感染 県内 

第17週 

（4月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
発熱・咳・肺炎・菌血症 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第23週 

（6月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・意識障害・菌血症 その他（不明） 国内 

第25週 

（6月） 
県央 

1歳 

女性 
発熱・菌血症 その他（不明） 県内 

第27週 

（7月） 
県央 

70歳代 

女性 
肺炎・菌血症 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第28週 

（7月） 
佐世保市 

70歳代 

女性 
発熱・咳・全身倦怠感・肺炎・菌血症 その他（不明） 県内 

第29週 

（7月） 
県央 

1歳 

女性 
発熱・痙攣・菌血症 その他（不明） 県内 

第30週 

（7月） 
県央 

2歳 

女性 
発熱・咳・嘔吐・菌血症 その他（不明） 県内 

第41週 

（10月） 
県央 

70歳代 

男性 
発熱・全身倦怠感・肺炎・菌血症 その他（定着菌） 県内 

第42週 

（10月） 
長崎市 

80歳代 

男性 

発熱・全身倦怠感・意識障害・肺炎・菌血症・ 

その他（下痢、体動困難） 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

第45週 

（11月） 
長崎市 

60歳代 

男性 

発熱・全身倦怠感・意識障害・項部硬直・髄膜炎・

菌血症 

その他 

（慢性副鼻腔炎） 
国内 

第45週 

（11月） 
県央 

70歳代 

男性 
発熱・咳・菌血症 その他（不明） 県内 

第48週 

（11月） 
佐世保市 

70歳代 

男性 
菌血症・その他（突発性細菌性腹膜炎） その他（不明） 県内 

第49週 

（12月） 
県央 

70歳代 

女性 
発熱・意識障害・肺炎・菌血症 

飛沫・飛沫核 

感染 
県内 

 
 
2.1.5.10 水痘(患者が入院を要すると認められるものに限る) 
 平成 26年 9月 19日から届出の対象となり、定義は「水痘・帯状疱疹ウイルスの初感染によ
る感染症のうち 24時間以上入院を必要とするもの（他疾患で入院中に水痘を発症し、かつ、水
痘発症後 24時間以上経過した例を含む）」である。 
 平成 27年の届出は、3月、6月に 1件、7月に 2件の計 4件で、6月の 1件のみ「検査診断例」
他 3件は「臨床診断例」としての届出であった。 
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表 水痘(患者が入院を要すると認められるものに限る)届出一覧 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第13週 

（3月） 
県央 

40歳代 

男性 
発熱・発疹 

接触感染 

（同居家族） 
県内 

第27週 

（6月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
発熱・発疹 その他（不明） 国内 

第27週 

（7月） 
県央 

50歳代 

男性 
発熱・発疹 （他疾患で入院中の発症） その他（不明） 県内 

第29週 

（7月） 
長崎市 

0歳 

男性 
発熱・発疹 その他（不明） 県内 

 
 
2.1.5.11 梅毒 
  梅毒トレポネーマの感染によって生じる性感染症である。感染者との粘膜の接触を伴う性行
為感染や妊婦の胎盤を通じて胎児に感染する（先天梅毒）経路がある。I期では、感染局所に初
期硬結や硬性下疳、無痛性の鼠径部リンパ節腫脹がみられ、II期では、皮膚や粘膜に梅毒性バ
ラ疹や丘疹性梅毒疹、扁平コンジローマなどの特有な発疹が見られる。晩期顕症梅毒としてゴ
ム腫、梅毒によると考えられる心血管症状、神経症状、眼症状などが認められることがある。
先天梅毒では、梅毒疹、骨軟骨炎など早期先天梅毒の症状を呈する症例や乳幼児期は症状を示
さずに経過し、学童期以後にHutchinson3徴候（実質性角膜炎、内耳性難聴、Hutchinson歯）な
どの症状を呈する症例がある。 
平成 27年の届出は、「患者」が 15件、「無症状病原体保有者」が 4件の計 19件あり、過去 5
年で最多であった平成 26年と同数の報告があった。性別は、1件を除いてすべて男性であった。 
病型別にみると、早期顕症梅毒（I期）が 5件、早期顕症梅毒（II期）が 9件、無症候が 4件
で晩期顕症梅毒が 1件であった。 
感染地域はいずれも「国内」と考えられたが、1件のみ「国外（詳細不明）」での感染も否定
出来なかった。推定感染経路不明の 5 件を除き、届出事例の大半が性的接触（性交・異性間 4
件、同性間 4件、異性＋同性間 1件、不明 1件、性的接触（経口）・異性間 1件、同性間 2件、
性的接触（不明）・1件）であった。 
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図 長崎県における梅毒届出件数の推移 
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表 梅毒届出一覧 
診断週 
（月） 

管轄 
保健所 

年齢 
性別 

症状 
推定 
感染経路 

推定 
感染地域 

第2週 
（1月） 県央 50歳代 

男性 梅毒性バラ疹 性的接触 
（不明） 国内 

第5週 
（1月） 長崎市 50歳代 

男性 丘疹性梅毒疹 性的接触 
（性交・異性間） 県内 

第8週 
（2月） 長崎市 30歳代 

男性 硬性下疳 性的接触 
（性交・異性間） 県内 

第11週 
（3月） 県央 30歳代 

男性 その他（咽頭部の違和感） 性的接触 
（経口・異性間） 県内 

第19週 
（5月） 西彼 20歳代 

男性 鼠径部リンパ節腫脹（無痛性） その他 
（不明） 国内 

第20週 
（5月） 長崎市 40歳代 

男性 なし 性的接触 
（性交・同性間） 県内 

第26週 
（6月） 長崎市 20歳代 

男性 梅毒性バラ疹 性的接触 
（性交・異性間） 国内 

第31週 
（7月） 長崎市 90歳代 

女性 なし その他（不明） 国内・国外

第32週 
（8月） 県央 40歳代 

男性 
鼠径部リンパ節腫脹（無痛性）・梅毒性バラ疹・
丘疹性梅毒疹 

性的接触 
（性交・異性＋同性間） 国内 

第33週 
（8月） 西彼 20歳代 

男性 なし その他（不明） 国内 

第34週 
（8月） 県央 40歳代 

男性 梅毒性バラ疹 性的接触 
（性交・同性間） 国内 

第35週 
（8月） 県央 40歳代 

男性 硬性下疳・丘疹性梅毒疹 性的接触 
（性交・同性間） 県内 

第38週 
（9月） 長崎市 30歳代 

男性 なし 性的接触 
（性交・不明） 国内 

第40週 
（10月） 長崎市 40歳代 

男性 梅毒性バラ疹・丘疹性梅毒疹 その他（不明） 県内 

第44週 
（10月） 西彼 20歳代 

男性 硬性下疳・鼠径部リンパ節腫脹（無痛性） 性的接触 
（性交・異性間） 国内 

第46週 
（11月） 長崎市 40歳代 

男性 梅毒性バラ疹・扁平コンジローマ 性的接触 
（性交・同性間） 県内 

第50週 
（12月） 長崎市 50歳代 

男性 眼症状・その他（頭痛） 性的接触 
（経口・同性間） 国内 

第50週 
（12月） 長崎市 30歳代 

男性 丘疹性梅毒疹 性的接触 
（経口・同性間） 国内 

第50週 
（12月） 西彼 80歳代 

男性 硬性下疳 その他（不明） 県内 
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2.1.5.13 播種性クリプトコックス症 
 Cryptococcus属真菌による感染症で、ヒト－ヒト感染はなく、土壌など環境中の真菌の吸引に
より経気道感染する他、皮膚の創傷部位からの感染も起こりうる。糖尿病やHIV感染、ステロ
イド剤・免疫抑制剤投与などによる免疫不全状態がリスク要因となるため、基礎疾患の有無は
重要な情報となる。呼吸器や皮膚の感染部位から中枢神経系あるいは全身に播種した場合を、
播種性クリプトコックス症といい、髄液、血液などの通常無菌的な臨床検体から病原体が検出
されるか脳脊髄液のクリプトコックス莢膜抗原が陽性となった場合、法に基づく届出対象とな
る。 
 平成 27年は、1月、2月、3月、11月に各 1件の計 4件の届出があった。患者は、いずれも
免疫抑制状態にある 60から 80歳代の高齢者で、女性の割合が多かった。 
 

表 播種性クリプトコックス症届出一覧 
診断週 
（月） 

管轄 
保健所 

年齢 
性別 

症状 
推定 
感染経路 

推定 
感染地域 

第4週 
（1月） 長崎市 60歳代 

女性 
頭痛・発熱・意識障害・胸部異常陰影 
基礎疾患：全身性エリトマトーデス 

免疫不全あり・ 
経気道感染疑い 県内 

第8週 
（2月） 県央 70歳代 

女性 
発熱・意識障害 
基礎疾患：不明 

免疫不全あり・ 
感染経路不明 県内 

第13週 
（3月） 佐世保市 80歳代 

男性 
発熱・意識障害・呼吸器症状・紅斑・真菌血症 
基礎疾患：肝硬変 

免疫不全あり・ 
感染経路不明 県内 

第48週 
（11月） 県央 80歳代 

女性 
発熱・意識障害・真菌血症 
基礎疾患：関節リウマチ 

免疫不全あり・ 
感染経路不明 県内 

 

 

2.1.5.13 破傷風 
 破傷風は、破傷風菌が外傷部位などから組織内に侵入し、嫌気的な環境下で増殖した結果産 
生される破傷風毒素により、神経刺激伝達障害を起こす。感染巣近傍の筋肉のこわばり、顎か 
ら頚部のこわばり、開口障害、四肢の強直性痙攣、呼吸困難（痙攣性）、刺激に対する興奮性の 
亢進、反弓緊張（opisthotonus）などの症状が出現する。 
平成 27 年の届出は、1月と 7月に 1 件ずつあり、計 2件の届出があった。患者はいずれも筋肉
のこわばり、開口障害など破傷風の典型的な症状が認められた。推定感染地域は県内で、感染
原因・感染経路は、創傷感染が疑われたものが 1件、もう 1件は原因・経路ともに不明であっ
た。いずれの症例も聞き取り調査の結果ワクチン接種歴が無かった。 
 

表 破傷風届出一覧 
診断週 
（月） 

管轄 
保健所 

年齢 
性別 

症状 
推定 
感染経路 

推定 
感染地域 

第4週 
（1月） 県南 60歳代 

男性 
筋肉のこわばり・開口障害・嚥下障害・ 
発語障害・反弓緊張 

創傷感染 
（右手母指） 県内 

第28週 
（7月） 佐世保市 80歳代 

女性 
筋肉のこわばり・開口障害・嚥下障害・ 
発語障害 その他（不明） 県内 
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　平成27年　　感染症週報（全数）推移表　　　長崎県

痘
そ
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ッ
サ
熱
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原
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コ
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ウ
イ
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ス
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S
A
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
ス
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あ
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に
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東
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（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
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M
E
R
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ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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Ｈ
５
Ｎ
１
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ(

Ｈ
7
Ｎ
9
）

コ
レ
ラ

細
菌
性
赤
痢

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

腸
チ
フ
ス

パ
ラ
チ
フ
ス

E
型
肝
炎

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱(

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
を
含

む
）

A
型
肝
炎

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

黄
熱

オ
ウ
ム
病

オ
ム
ス
ク
出
血
病

回
帰
熱

キ
ャ
サ
ヌ
ル
森
林
病

Q
熱

1 14.12.29-15.1.4 1

2 15.1.5-15.1.11 4

3 15.1.12-15.1.18 5

4 15.1.19-15.1.25 5

5 15.1.26-15.2.1 5

6 15.2.2-15.2.8 5

7 15.2.9-15.2.15 6

8 15.2.16-15.2.22 4

9 15.2.23-15.3.1 4

10 15.3.2-15.3.8 6

11 15.3.9-15.3.15 4

12 15.3.16-15.3.22 7

13 15.3.23-15.3.29 4

14 15.3.30-15.4.5 5

15 15.4.6-15.4.12 6

16 15.4.13-15.4.19 5

17 15.4.20-15.4.26 8 1

18 15.4.27-15.5.3 9 2

19 15.5.4-15.5.10 2 2

20 15.5.11-15.5.17 10 1

21 15.5.18-15.5.24 8 4

22 15.5.25-15.5.31 6

23 15.6.1-15.6.7 5 1

24 15.6.8-15.6.14 7 1

25 15.6.15-15.6.21 2 5

26 15.6.22-15.6.28 10 2

27 15.6.29-15.7.5 5 1

28 15.7.6-15.7.12 3 2

29 15.7.13-15.7.19 6 1

30 15.7.20-15.7.26 2 5

31 15.7.27-15.8.2 8 1

32 15.8.3-15.8.9 2 6

33 15.8.10-15.8.16 8 4

34 15.8.17-15.8.23 4 1

35 15.8.24-15.8.30 7

36 15.8.31-15.9.6 3 1

37 15.9.7-15.9.13 4 1

38 15.9.14-15.9.20 3 1

39 15.9.21-15.9.27 4

40 15.9.28-15.10.4 9

41 15.10.5-15.10.11 5

42 15.10.12-15.10.18 5 1

43 15.10.19-15.10.25 8 5

44 15.10.26-15.11.1 8 1

45 15.11.2-15.11.8 2

46 15.11.9-15.11.15 3

47 15.11.16-15.11.22 1

48 15.11.23-15.11.29 5

49 15.11.30-15.12.6 7

50 15.12.7-15.12.13 4

51 15.12.14-15.12.20 3

52 15.12.21-15.12.27 10

53 15.12.28-16.1.3 2

0 0 0 0 0 0 273 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 週　　　　　期　　間

合　　計
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　平成27年　　感染症週報（全数）推移表　　　長崎県
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病
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症
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ス

発
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ボ
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症
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野
兎
病

ラ
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ム
病
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感
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症

リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱

類
鼻
症

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症

1 14.12.29-15.1.4

2 15.1.5-15.1.11

3 15.1.12-15.1.18 1

4 15.1.19-15.1.25

5 15.1.26-15.2.1 2

6 15.2.2-15.2.8

7 15.2.9-15.2.15

8 15.2.16-15.2.22 1

9 15.2.23-15.3.1 1

10 15.3.2-15.3.8

11 15.3.9-15.3.15

12 15.3.16-15.3.22

13 15.3.23-15.3.29 1 1

14 15.3.30-15.4.5 2

15 15.4.6-15.4.12 1

16 15.4.13-15.4.19

17 15.4.20-15.4.26 1

18 15.4.27-15.5.3

19 15.5.4-15.5.10

20 15.5.11-15.5.17 1

21 15.5.18-15.5.24

22 15.5.25-15.5.31

23 15.6.1-15.6.7

24 15.6.8-15.6.14 2

25 15.6.15-15.6.21

26 15.6.22-15.6.28 1

27 15.6.29-15.7.5

28 15.7.6-15.7.12

29 15.7.13-15.7.19

30 15.7.20-15.7.26

31 15.7.27-15.8.2

32 15.8.3-15.8.9

33 15.8.10-15.8.16 1

34 15.8.17-15.8.23 1

35 15.8.24-15.8.30 1

36 15.8.31-15.9.6

37 15.9.7-15.9.13

38 15.9.14-15.9.20

39 15.9.21-15.9.27 1

40 15.9.28-15.10.4 1 1

41 15.10.5-15.10.11 1

42 15.10.12-15.10.18 1

43 15.10.19-15.10.25 1

44 15.10.26-15.11.1 1

45 15.11.2-15.11.8

46 15.11.9-15.11.15 1 1 1

47 15.11.16-15.11.22 1

48 15.11.23-15.11.29 1 1

49 15.11.30-15.12.6 1

50 15.12.7-15.12.13 1

51 15.12.14-15.12.20 1

52 15.12.21-15.12.27 1

53 15.12.28-16.1.3

0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0

 週　　　　　期　　間

合　　計
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　平成27年　　感染症週報（全数）推移表　　　長崎県
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耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
感
染
症

急
性
脳
炎
（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
、
西
部
ウ
マ
脳
炎
、

ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
東
部
ウ
マ
脳
炎
、
日
本
脳
炎
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く
）

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

侵
襲
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
染
症

侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症

侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

水
痘
（
患
者
が
入
院
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
限
る
）

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

梅
毒

播
種
性
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症

破
傷
風

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

風
し
ん

麻
し
ん

薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
感
染
症

1 14.12.29-15.1.4 1 1

2 15.1.5-15.1.11 1 1 1

3 15.1.12-15.1.18

4 15.1.19-15.1.25 1 1 1 1

5 15.1.26-15.2.1 1 1 1

6 15.2.2-15.2.8 1 1

7 15.2.9-15.2.15

8 15.2.16-15.2.22 1 2 1 1

9 15.2.23-15.3.1 1 1 1

10 15.3.2-15.3.8 1 3

11 15.3.9-15.3.15 1 1 1

12 15.3.16-15.3.22

13 15.3.23-15.3.29 1 1

14 15.3.30-15.4.5

15 15.4.6-15.4.12 1

16 15.4.13-15.4.19 1

17 15.4.20-15.4.26 1

18 15.4.27-15.5.3 1 1

19 15.5.4-15.5.10 1

20 15.5.11-15.5.17 1

21 15.5.18-15.5.24 1

22 15.5.25-15.5.31 1 1

23 15.6.1-15.6.7 1 1

24 15.6.8-15.6.14

25 15.6.15-15.6.21 2 1 1

26 15.6.22-15.6.28 1 1

27 15.6.29-15.7.5 1 1 1 1 2

28 15.7.6-15.7.12 1 1 1 1

29 15.7.13-15.7.19 1 1 1 1

30 15.7.20-15.7.26 1 1 1

31 15.7.27-15.8.2 1

32 15.8.3-15.8.9 1 1 1

33 15.8.10-15.8.16 1

34 15.8.17-15.8.23 1

35 15.8.24-15.8.30 1

36 15.8.31-15.9.6 1

37 15.9.7-15.9.13 1

38 15.9.14-15.9.20 1 1 1

39 15.9.21-15.9.27

40 15.9.28-15.10.4 2 1 1 1

41 15.10.5-15.10.11 1

42 15.10.12-15.10.18 2 1 1

43 15.10.19-15.10.25 1 2

44 15.10.26-15.11.1 1

45 15.11.2-15.11.8 2

46 15.11.9-15.11.15 1 1

47 15.11.16-15.11.22 2

48 15.11.23-15.11.29 1 1

49 15.11.30-15.12.6 1 1

50 15.12.7-15.12.13 3

51 15.12.14-15.12.20

52 15.12.21-15.12.27 2

53 15.12.28-16.1.3

0 11 3 21 7 0 3 3 7 0 3 0 20 4 0 19 4 2 0 0 0 0 0

 週　　　　　期　　間

合　　計
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2 定点把握の対象感染症 
 

(1)インフルエンザ(高病原性鳥インフルエンザを除く) 
平成 27 年の年間患者報告数は 22,041 人で、前年(27,783 人)より減少した。前年 52
週より流行警報レベル「30」を超える値が継続し、第 4週にピークの 57.64を記録し
た。その後第 7 週まで終息基準値「10」以上にとどまり警報が維持され、第 19 週以
降は 1.00以下で推移した。定点当たり報告数「1.0」を超えた時期はやや早かったが、
概ね例年同様の流行パターンを示した。流行期の定点当たり報告数は全国より高い値
で推移した。 
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(2)RSウイルス感染症 
  平成 27年の年間患者報告数は 1,472人で、前年(1,420人)とほぼ同数であった。 

2月から 4月、9月に定点当たり報告数が全国より高い値で推移したが、年間通じて
概ね全国より低い値で推移した。 
例年冬季に流行する傾向があり、全国では 11月から 12月に患者が増加したが、当

県では 12月に定点当たり報告数は増加したものの大きな流行はなかった。 
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(3)咽頭結膜熱 
  平成 27年の年間患者報告数は 539人で、前年(781人)より減少した。例年、夏季 
に流行が見られるが、本年は目立った流行はなく、年間を通じて全国よりも低い値 
で推移した。 
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(4)A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
  平成 27年の年間患者報告数は 5,752人で、前年(4,019人)より増加した。第 20週よ 
 り患者報告数の増加がみられ、第 28週に定点当たり患者報告数が 5.27とピークを示 
した。流行の推移は全国と同様であった。 
 過去 10年の中で、患者数が最も多く、定点当たり患者数も最高値を記録した。 
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(5)感染性胃腸炎 
平成 27年の年間患者報告数は 12,733人で、前年(12,163人)より増加した。例年同 

 様、冬季に流行のピークを認め、定点当たり患者報告数は第 46 週に 11.75、第 50
週に 10.68を記録した。流行の推移は全国と同様であった。 
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(6)水痘 
  平成 27年の年間患者報告数は 763人で、前年(2,493人)より大きく減少した。年間
を通じて、大きなピークは認められず、全国と同様に推移した。 
全国、県ともに過去 10年間の中で、最も少ない患者数であった。 
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(7)手足口病 
   平成 27年の年間患者報告数は 4,268人で、前年(1,442人)より大幅に増加した。定
点当たり患者報告数が警報開始基準値「5」を超える週はなかったが、5月から 8月
にかけて高い値で推移した。全国では 7月に定点当たり報告数が 10を超え、大きな
流行を示した。 
本県では、原因ウイルスとしてコクサッキーウイルス A16が多く検出された。 
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(8)伝染性紅斑 
  平成 27 年の患者報告数は 1,530 人で、前年(57 人)より大幅に増加した。警報開始
基準値「2.0」を超えることはなかったが、4月から増加し始め、7月に 1.84とピーク
を迎えた。8月以降も増減を繰り返しながら、概ね全国より高い値で推移した。患者
報告数は、県、全国ともに過去 5年の中で最多となった。 
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(9)突発性発しん 
  平成 27年の年間患者報告数は 1,024人で、前年(1,231人)より減少した。前年同様 
に推移し、定点当たり患者報告数が 1.00を超える週はなかった。 
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(10)百日咳 
 平成 27年の年間患者報告数は 12人で、前年(116人)より減少した。前年は 1月か 
ら 6月に患者数が増加したが、本年は 1週間に 0～3人の報告で、例年同様に流行 
は認められなかった。 
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(11)ヘルパンギーナ 
平成 27年の年間患者報告数は 670人で、前年(1,266人)より減少した。夏に患者数が
増加し、第 32週に 1.43のピークを示したが、大きな流行はなく全国よりも低い値で
推移した。全国でも警報開始基準値「6」を超えることはなかった。 
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(12)流行性耳下腺炎 
平成 27年の年間患者報告数は 2,481人で、前年(1,116人)より増加した。第 1週か
ら増減を繰り返しながら徐々に増加し、第 52 週に定点当たり患者数 2.75 のピーク
を示した。警報開始基準値「6」を超えることはなかったが、年間を通じて全国よ
りも高い値で推移した。 
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(13)急性出血性結膜炎 
平成 27年の年間患者報告数は 21人で、前年(23人)と同程度であった。本県の報告
数は例年全国よりも高値であるが、本年も同様の傾向であった。 
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(14)流行性角結膜炎 
平成 27年の年間患者報告数は 599人で、前年(181人)より増加した。定点当たり患
者数は 8 月から急増し、第 52 週まで全国より大幅に高い値で推移した。過去 10 年
において、患者報告数が最も多かった。 
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(15)細菌性髄膜炎 
平成 27年の年間患者報告数は 7人で、前年(1人)より増加した。4月から 8月にか
けて報告があった。 
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(16)無菌性髄膜炎 
平成27年の年間患者報告数は39人で、前年(11人)より増加した。本疾患の原因につい 
ては、一部の検体から、ムンプスウイルスが検出されたが、検体から細菌が見いださ
れないことによる「菌の不検出」や「不明」による理由がほとんどであった。 
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(17)マイコプラズマ肺炎 
平成 27 年の年間患者報告数は 272 人で、前年(232 人)より増加した。前年のよう
に一時的な高いピークを示すことはなかったが、10月から 12月にかけて定点当た
り患者数 1.00に近い高い値で推移した。 
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(18)クラミジア肺炎(オウム病は除く。) 
平成 27年は患者の報告がなく、前年(1人)から減少した。 
全国でも定点当たり患者数 0～0.03人と低い値で推移した。 
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(19)感染性胃腸炎(病原体がロタウイルスであるものに限る。) 
平成 27 年の年間患者報告数は 86 人で、前年(69 人)から増加した。前年第 51 週
から患者が増加し始め、第 3週に定点当たり患者数 1.00を示した。それ以降 4月
まで増減を繰り返しながら徐々に減少した。全国では 2 月から 5 月に患者数が認
められた。 
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3 STD定点報告の対象感染症 
 

(1)性器クラミジア感染症 
平成 27 年の年間患者報告数は男性 105 人(55.6%)、女性 84 人(44.4%)で、前年の男
性 136人(55.5%)、女性 109人(44.5%)より減少した。 
性別では、男性がやや多かった。年齢別では、20 代が男女共に多く、全体の半数
を占めた。30代まではほぼ男女同数だが、40代以降はほぼ男性が占めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

- 56 - 

 

(2)性器ヘルペスウイルス感染症 
平成 27 年の年間患者報告数は男性 10 人(12.7%)、女性 69 人(87.3%)で前年の男性

29人(29.3%)、女性 70人(70.7%)より減少した。 
性別では、女性が多い傾向にあった。年齢別では、20～24 歳が 17 人と最も多く、

20代、30代で全体の 5割以上を占めた。男性では 8割が 20～30代であった。 
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(3)尖圭コンジローマ 
平成 27年の年間患者報告数は男性 8人(42.1%)、女性 11人(57.9%)で、前年の男性

17人(63.0%)、女性 10人(37.0%)より減少した。 
性別では女性が約 6割を占め、年齢別では 20代が 7人と最も多かった。 
定点当たり患者数は年間を通して、全国平均よりも低い値で推移した。 
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(4)淋菌感染症 
平成 27 年の年間患者報告数は男性 72 人(80.9%)、女性 17 人(19.1%)で、前年の男
性 96 人(88.1%)、女性 13 人(11.9%)より減少した。性別では男性が約 8 割を占め、
年齢別では 20代が 30人と多かったが、10代 12人、30代 14人、40代 10人と、幅
広い年代で患者の報告があった。 
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4 基幹定点報告の対象感染症 
 
(1)メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 
平成 27 年の年間患者報告数は 698 人で、前年(779 人)より減少した。年間を通し
て全国より高い値で推移した。 
過去 10 年では、平成 18 年は全国を下回っていたものの、平成 25 年以降は全国

平均を上回って推移している。 
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(2)ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 
平成 27年の年間患者報告数は 51人で、前年(38人)より増加した。定点当たり患者
数は、例年全国より低い値で推移するが、本年は全国を上回る月が 6 ヶ月認められ
た。 
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(3)薬剤耐性緑膿菌感染症 
平成 27年の年間患者報告数は 9人で、前年(2人)より増加した。4、12月に 2件、

2、3、7、10、11月に 1件の報告があった。 
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インフ
ルエン
ザ

小児科 眼科 基幹
ｲﾝﾌﾙ
ｴﾝｻﾞ

RSウイルス
感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血性
レンサ球菌
咽頭炎

感染性
胃腸炎

水痘 手足口病
伝染性紅
斑

突発性
発しん

百日咳

1 14.12.29-15.1.4 70 44 8 12 2,237 27 10 32 196 38 5 - 4 -

2 15.1.5-15.1.11 70 44 8 12 3,560 28 11 69 443 41 15 5 20 -

3 15.1.12-15.1.18 70 44 8 12 4,032 22 3 73 350 27 17 6 17 1

4 15.1.19-15.1.25 70 44 8 12 4,035 35 5 73 425 18 42 4 13 -

5 15.1.26-15.2.1 70 44 8 12 2,635 36 9 99 342 13 38 5 12 -

6 15.2.2-15.2.8 70 44 8 12 1,485 36 4 104 424 15 38 4 16 -

7 15.2.9-15.2.15 70 44 8 12 816 41 13 102 454 17 47 5 16 -

8 15.2.16-15.2.22 70 44 8 12 586 49 10 99 383 9 50 9 22 -

9 15.2.23-15.3.1 70 44 8 12 367 65 9 111 396 10 72 12 23 -

10 15.3.2-15.3.8 70 44 8 12 316 41 11 108 443 12 50 16 13 -

11 15.3.9-15.3.15 70 44 8 12 286 39 12 124 376 8 66 9 16 -

12 15.3.16-15.3.22 70 44 8 12 230 27 8 99 289 18 38 13 16 -

13 15.3.23-15.3.29 70 44 8 12 180 41 5 116 246 19 51 13 20 -

14 15.3.30-15.4.5 70 44 8 12 180 23 6 114 200 16 53 8 21 3

15 15.4.6-15.4.12 70 44 8 12 134 39 6 84 210 4 85 10 26 1

16 15.4.13-15.4.19 70 44 8 12 182 45 12 116 168 17 85 19 27 -

17 15.4.20-15.4.26 70 44 8 12 174 21 16 81 153 14 123 12 36 -

18 15.4.27-15.5.3 70 44 8 12 144 16 11 95 161 25 190 32 25 -

19 15.5.4-15.5.10 70 44 8 12 67 9 10 69 112 13 88 16 15 -

20 15.5.11-15.5.17 70 44 8 12 64 9 19 146 241 18 153 37 32 -

21 15.5.18-15.5.24 70 44 8 12 31 7 15 181 316 12 185 41 37 -

22 15.5.25-15.5.31 70 44 8 12 12 9 23 148 280 11 185 48 26 -

23 15.6.1-15.6.7 70 44 8 12 28 9 24 149 276 15 178 42 14 -

24 15.6.8-15.6.14 70 44 8 12 24 2 10 162 265 13 145 41 20 1

25 15.6.15-15.6.21 70 44 8 12 24 3 9 227 216 8 171 48 14 -

26 15.6.22-15.6.28 70 44 8 12 12 2 8 150 186 5 176 67 19 -

27 15.6.29-15.7.5 70 44 8 12 3 4 12 172 151 3 165 46 23 -

28 15.7.6-15.7.12 70 44 8 12 3 4 11 232 134 13 165 81 19 -

29 15.7.13-15.7.19 70 44 8 12 2 6 4 193 154 11 194 44 21 1

30 15.7.20-15.7.26 70 44 8 12 - 6 3 137 100 7 137 40 30 -

31 15.7.27-15.8.2 70 44 8 12 2 12 8 104 87 12 183 49 22 1

32 15.8.3-15.8.9 70 44 8 12 3 25 5 95 105 5 187 47 15 -

33 15.8.10-15.8.16 70 44 8 12 - 20 4 27 82 6 149 18 9 -

34 15.8.17-15.8.23 70 44 8 12 7 30 4 73 84 10 146 30 15 1

35 15.8.24-15.8.30 70 44 8 12 12 28 14 61 87 4 123 51 19 -

36 15.8.31-15.9.6 70 44 8 12 9 66 10 67 77 21 97 47 21 -

37 15.9.7-15.9.13 70 44 8 12 16 59 8 74 53 11 103 47 20 -

38 15.9.14-15.9.20 70 44 8 12 1 52 17 83 87 15 80 32 23 1

39 15.9.21-15.9.27 70 44 8 12 1 43 10 57 47 5 50 33 23 -

40 15.9.28-15.10.4 70 44 8 12 - 36 7 87 67 13 53 39 20 -

41 15.10.5-15.10.11 70 44 8 12 1 20 6 101 109 12 37 41 17 -

42 15.10.12-15.10.18 70 44 8 12 1 27 6 71 142 5 19 36 17 -

43 15.10.19-15.10.25 70 44 8 12 2 25 10 117 176 11 8 31 32 -

44 15.10.26-15.11.1 70 44 8 12 - 19 7 74 217 7 7 23 20 -

45 15.11.2-15.11.8 70 44 8 12 3 16 7 88 407 6 4 40 16 -

46 15.11.9-15.11.15 70 44 8 12 4 23 10 130 517 16 6 21 19 -

47 15.11.16-15.11.22 70 44 8 12 13 16 10 129 420 14 5 39 17 -

48 15.11.23-15.11.29 70 44 8 12 3 17 13 99 328 27 2 30 10 1

49 15.11.30-15.12.6 70 44 8 12 3 28 6 124 387 18 - 23 14 1

50 15.12.7-15.12.13 70 44 8 12 1 44 14 132 470 25 - 42 17 -

51 15.12.14-15.12.20 70 44 8 12 12 43 18 121 307 21 - 34 14 -

52 15.12.21-15.12.27 70 44 8 12 30 63 26 109 238 32 2 29 14 -

53 15.12.28-16.1.3 70 44 8 12 68 59 10 64 149 17 - 15 17 -

22,041 1,472 539 5,752 12,733 763 4,268 1,530 1,024 12

平成27年　感染症週報（定点把握の感染症）　推移表　患者報告数　長崎県

合　　計

定点数 疾患名
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インフ
ルエン
ザ

小児科 眼科 基幹
ﾍﾙﾊﾞﾝ
ｷﾞｰﾅ

流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏ肺炎

クラミジア
肺炎

感染性胃
腸炎（ロタ
ウイルス）

1 14.12.29-15.1.4 70 44 8 12 - 4 - 10 - - - - 11

2 15.1.5-15.1.11 70 44 8 12 - 17 1 7 - - 2 - 3

3 15.1.12-15.1.18 70 44 8 12 1 21 - 2 - - 2 - 12

4 15.1.19-15.1.25 70 44 8 12 1 11 - 7 - - 5 - 4

5 15.1.26-15.2.1 70 44 8 12 - 21 - 9 - - 1 - 4

6 15.2.2-15.2.8 70 44 8 12 - 11 - 2 - - 6 - 1

7 15.2.9-15.2.15 70 44 8 12 - 7 - 5 - - 1 - 7

8 15.2.16-15.2.22 70 44 8 12 1 33 1 7 - - 4 - 9

9 15.2.23-15.3.1 70 44 8 12 - 14 1 3 - - 3 - 5

10 15.3.2-15.3.8 70 44 8 12 - 19 1 1 - - 3 - 6

11 15.3.9-15.3.15 70 44 8 12 - 22 2 - - - 5 - 2

12 15.3.16-15.3.22 70 44 8 12 - 15 1 1 - - 6 - 6

13 15.3.23-15.3.29 70 44 8 12 1 20 1 1 - - 7 - 2

14 15.3.30-15.4.5 70 44 8 12 9 25 - 1 - - 5 - 1

15 15.4.6-15.4.12 70 44 8 12 17 30 - 1 1 1 3 - 5

16 15.4.13-15.4.19 70 44 8 12 7 39 1 - - - 3 - 2

17 15.4.20-15.4.26 70 44 8 12 26 28 1 1 - - 3 - 2

18 15.4.27-15.5.3 70 44 8 12 18 57 1 2 1 1 5 - -

19 15.5.4-15.5.10 70 44 8 12 6 42 1 - - - 2 - 1

20 15.5.11-15.5.17 70 44 8 12 11 36 - 2 - - 2 - -

21 15.5.18-15.5.24 70 44 8 12 25 55 1 1 - - 3 - -

22 15.5.25-15.5.31 70 44 8 12 12 45 - 5 - 3 4 - 1

23 15.6.1-15.6.7 70 44 8 12 12 53 1 2 - 1 6 - 1

24 15.6.8-15.6.14 70 44 8 12 17 50 - 6 - 6 5 - -

25 15.6.15-15.6.21 70 44 8 12 8 42 - 1 1 5 4 - -

26 15.6.22-15.6.28 70 44 8 12 19 66 - 8 1 1 1 - -

27 15.6.29-15.7.5 70 44 8 12 40 57 - 15 - - 3 - -

28 15.7.6-15.7.12 70 44 8 12 14 46 4 7 1 2 3 - -

29 15.7.13-15.7.19 70 44 8 12 44 72 1 1 1 2 5 - -

30 15.7.20-15.7.26 70 44 8 12 50 46 - 5 - 2 6 - -

31 15.7.27-15.8.2 70 44 8 12 52 45 - 12 - 3 4 - -

32 15.8.3-15.8.9 70 44 8 12 63 56 - 8 1 4 3 - -

33 15.8.10-15.8.16 70 44 8 12 25 40 - 7 - 1 2 - -

34 15.8.17-15.8.23 70 44 8 12 28 61 - 32 - - 6 - -

35 15.8.24-15.8.30 70 44 8 12 20 51 - 20 - - 6 - -

36 15.8.31-15.9.6 70 44 8 12 30 45 - 19 - 1 6 - -

37 15.9.7-15.9.13 70 44 8 12 31 59 - 28 - 2 3 - -

38 15.9.14-15.9.20 70 44 8 12 14 67 - 22 - - 7 - -

39 15.9.21-15.9.27 70 44 8 12 10 51 - 17 - - 8 - -

40 15.9.28-15.10.4 70 44 8 12 17 60 - 22 - - 10 - -

41 15.10.5-15.10.11 70 44 8 12 17 65 - 26 - - 10 - -

42 15.10.12-15.10.18 70 44 8 12 1 65 - 23 - 2 9 - -

43 15.10.19-15.10.25 70 44 8 12 1 75 - 27 - - 9 - -

44 15.10.26-15.11.1 70 44 8 12 6 47 - 22 - - 6 - -

45 15.11.2-15.11.8 70 44 8 12 5 58 - 21 - - 10 - -

46 15.11.9-15.11.15 70 44 8 12 4 62 - 15 - - 5 - -

47 15.11.16-15.11.22 70 44 8 12 4 66 - 27 - - 11 - -

48 15.11.23-15.11.29 70 44 8 12 - 52 - 25 - - 3 - -

49 15.11.30-15.12.6 70 44 8 12 - 78 1 17 - 1 11 - 1

50 15.12.7-15.12.13 70 44 8 12 1 86 - 29 - - 12 - -

51 15.12.14-15.12.20 70 44 8 12 2 99 - 30 - - 10 - -

52 15.12.21-15.12.27 70 44 8 12 - 121 - 31 - - 8 - -

53 15.12.28-16.1.3 70 44 8 12 - 68 1 6 - 1 5 - -

670 2,481 21 599 7 39 272 0 86

平成27年　感染症週報（定点把握の感染症）　推移表　患者報告数　長崎県

疾患名

合　　計

定点数
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インフ
ルエン
ザ

小児科 眼科 基幹
ｲﾝﾌﾙ
ｴﾝｻﾞ

RSウイルス
感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血性
レンサ球菌
咽頭炎

感染性
胃腸炎

水痘 手足口病
伝染性紅
斑

突発性
発しん

百日咳

1 14.12.29-15.1.4 70 44 8 12 31.96 0.61 0.23 0.73 4.45 0.86 0.11 - 0.09 -

2 15.1.5-15.1.11 70 44 8 12 50.86 0.64 0.25 1.57 10.07 0.93 0.34 0.11 0.45 -

3 15.1.12-15.1.18 70 44 8 12 57.60 0.50 0.07 1.66 7.95 0.61 0.39 0.14 0.39 0.02

4 15.1.19-15.1.25 70 44 8 12 57.64 0.80 0.11 1.66 9.66 0.41 0.95 0.09 0.30 -

5 15.1.26-15.2.1 70 44 8 12 37.64 0.82 0.20 2.25 7.77 0.30 0.86 0.11 0.27 -

6 15.2.2-15.2.8 70 44 8 12 21.21 0.82 0.09 2.36 9.64 0.34 0.86 0.09 0.36 -

7 15.2.9-15.2.15 70 44 8 12 11.66 0.93 0.30 2.32 10.32 0.39 1.07 0.11 0.36 -

8 15.2.16-15.2.22 70 44 8 12 8.37 1.11 0.23 2.25 8.70 0.20 1.14 0.20 0.50 -

9 15.2.23-15.3.1 70 44 8 12 5.24 1.48 0.20 2.52 9.00 0.23 1.64 0.27 0.52 -

10 15.3.2-15.3.8 70 44 8 12 4.51 0.93 0.25 2.45 10.07 0.27 1.14 0.36 0.30 -

11 15.3.9-15.3.15 70 44 8 12 4.09 0.89 0.27 2.82 8.55 0.18 1.50 0.20 0.36 -

12 15.3.16-15.3.22 70 44 8 12 3.29 0.61 0.18 2.25 6.57 0.41 0.86 0.30 0.36 -

13 15.3.23-15.3.29 70 44 8 12 2.57 0.93 0.11 2.64 5.59 0.43 1.16 0.30 0.45 -

14 15.3.30-15.4.5 70 44 8 12 2.57 0.52 0.14 2.59 4.55 0.36 1.20 0.18 0.48 0.07

15 15.4.6-15.4.12 70 44 8 12 1.91 0.89 0.14 1.91 4.77 0.09 1.93 0.23 0.59 0.02

16 15.4.13-15.4.19 70 44 8 12 2.60 1.02 0.27 2.64 3.82 0.39 1.93 0.43 0.61 -

17 15.4.20-15.4.26 70 44 8 12 2.49 0.48 0.36 1.84 3.48 0.32 2.80 0.27 0.82 -

18 15.4.27-15.5.3 70 44 8 12 2.06 0.36 0.25 2.16 3.66 0.57 4.32 0.73 0.57 -

19 15.5.4-15.5.10 70 44 8 12 0.96 0.20 0.23 1.57 2.55 0.30 2.00 0.36 0.34 -

20 15.5.11-15.5.17 70 44 8 12 0.91 0.20 0.43 3.32 5.48 0.41 3.48 0.84 0.73 -

21 15.5.18-15.5.24 70 44 8 12 0.44 0.16 0.34 4.11 7.18 0.27 4.20 0.93 0.84 -

22 15.5.25-15.5.31 70 44 8 12 0.17 0.20 0.52 3.36 6.36 0.25 4.20 1.09 0.59 -

23 15.6.1-15.6.7 70 44 8 12 0.40 0.20 0.55 3.39 6.27 0.34 4.05 0.95 0.32 -

24 15.6.8-15.6.14 70 44 8 12 0.34 0.05 0.23 3.68 6.02 0.30 3.30 0.93 0.45 0.02

25 15.6.15-15.6.21 70 44 8 12 0.34 0.07 0.20 5.16 4.91 0.18 3.89 1.09 0.32 -

26 15.6.22-15.6.28 70 44 8 12 0.17 0.05 0.18 3.41 4.23 0.11 4.00 1.52 0.43 -

27 15.6.29-15.7.5 70 44 8 12 0.04 0.09 0.27 3.91 3.43 0.07 3.75 1.05 0.52 -

28 15.7.6-15.7.12 70 44 8 12 0.04 0.09 0.25 5.27 3.05 0.30 3.75 1.84 0.43 -

29 15.7.13-15.7.19 70 44 8 12 0.03 0.14 0.09 4.39 3.50 0.25 4.41 1.00 0.48 0.02

30 15.7.20-15.7.26 70 44 8 12 - 0.14 0.07 3.11 2.27 0.16 3.11 0.91 0.68 -

31 15.7.27-15.8.2 70 44 8 12 0.03 0.27 0.18 2.36 1.98 0.27 4.16 1.11 0.50 0.02

32 15.8.3-15.8.9 70 44 8 12 0.04 0.57 0.11 2.16 2.39 0.11 4.25 1.07 0.34 -

33 15.8.10-15.8.16 70 44 8 12 - 0.45 0.09 0.61 1.86 0.14 3.39 0.41 0.20 -

34 15.8.17-15.8.23 70 44 8 12 0.10 0.68 0.09 1.66 1.91 0.23 3.32 0.68 0.34 0.02

35 15.8.24-15.8.30 70 44 8 12 0.17 0.64 0.32 1.39 1.98 0.09 2.80 1.16 0.43 -

36 15.8.31-15.9.6 70 44 8 12 0.13 1.50 0.23 1.52 1.75 0.48 2.20 1.07 0.48 -

37 15.9.7-15.9.13 70 44 8 12 0.23 1.34 0.18 1.68 1.20 0.25 2.34 1.07 0.45 -

38 15.9.14-15.9.20 70 44 8 12 0.01 1.18 0.39 1.89 1.98 0.34 1.82 0.73 0.52 0.02

39 15.9.21-15.9.27 70 44 8 12 0.01 0.98 0.23 1.30 1.07 0.11 1.14 0.75 0.52 -

40 15.9.28-15.10.4 70 44 8 12 - 0.82 0.16 1.98 1.52 0.30 1.20 0.89 0.45 -

41 15.10.5-15.10.11 70 44 8 12 0.01 0.45 0.14 2.30 2.48 0.27 0.84 0.93 0.39 -

42 15.10.12-15.10.18 70 44 8 12 0.01 0.61 0.14 1.61 3.23 0.11 0.43 0.82 0.39 -

43 15.10.19-15.10.25 70 44 8 12 0.03 0.57 0.23 2.66 4.00 0.25 0.18 0.70 0.73 -

44 15.10.26-15.11.1 70 44 8 12 - 0.43 0.16 1.68 4.93 0.16 0.16 0.52 0.45 -

45 15.11.2-15.11.8 70 44 8 12 0.04 0.36 0.16 2.00 9.25 0.14 0.09 0.91 0.36 -

46 15.11.9-15.11.15 70 44 8 12 0.06 0.52 0.23 2.95 11.75 0.36 0.14 0.48 0.43 -

47 15.11.16-15.11.22 70 44 8 12 0.19 0.36 0.23 2.93 9.55 0.32 0.11 0.89 0.39 -

48 15.11.23-15.11.29 70 44 8 12 0.04 0.39 0.30 2.25 7.45 0.61 0.05 0.68 0.23 0.02

49 15.11.30-15.12.6 70 44 8 12 0.04 0.64 0.14 2.82 8.80 0.41 - 0.52 0.32 0.02

50 15.12.7-15.12.13 70 44 8 12 0.01 1.00 0.32 3.00 10.68 0.57 - 0.95 0.39 -

51 15.12.14-15.12.20 70 44 8 12 0.17 0.98 0.41 2.75 6.98 0.48 - 0.77 0.32 -

52 15.12.21-15.12.27 70 44 8 12 0.43 1.43 0.59 2.48 5.41 0.73 0.05 0.66 0.32 -

53 15.12.28-16.1.3 70 44 8 12 0.97 1.34 0.23 1.45 3.39 0.39 - 0.34 0.39 -

定点数 疾患名

平成27年　感染症週報（定点把握の感染症）　推移表　定点あたり患者報告数　長崎県
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インフ
ルエン
ザ

小児科 眼科 基幹
ﾍﾙﾊﾞﾝ
ｷﾞｰﾅ

流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗ
ｽﾞﾏ肺炎

クラミジア
肺炎

感染性胃
腸炎（ロタ
ウイルス）

1 14.12.29-15.1.4 70 44 8 12 - 0.09 - 1.25 - - - - 0.92

2 15.1.5-15.1.11 70 44 8 12 - 0.39 0.13 0.88 - - 0.17 - 0.25

3 15.1.12-15.1.18 70 44 8 12 0.02 0.48 - 0.25 - - 0.17 - 1.00

4 15.1.19-15.1.25 70 44 8 12 0.02 0.25 - 0.88 - - 0.42 - 0.33

5 15.1.26-15.2.1 70 44 8 12 - 0.48 - 1.13 - - 0.08 - 0.33

6 15.2.2-15.2.8 70 44 8 12 - 0.25 - 0.25 - - 0.50 - 0.08

7 15.2.9-15.2.15 70 44 8 12 - 0.16 - 0.63 - - 0.08 - 0.58

8 15.2.16-15.2.22 70 44 8 12 0.02 0.75 0.13 0.88 - - 0.33 - 0.75

9 15.2.23-15.3.1 70 44 8 12 - 0.32 0.13 0.38 - - 0.25 - 0.42

10 15.3.2-15.3.8 70 44 8 12 - 0.43 0.13 0.13 - - 0.25 - 0.50

11 15.3.9-15.3.15 70 44 8 12 - 0.50 0.25 - - - 0.42 - 0.17

12 15.3.16-15.3.22 70 44 8 12 - 0.34 0.13 0.13 - - 0.50 - 0.50

13 15.3.23-15.3.29 70 44 8 12 0.02 0.45 0.13 0.13 - - 0.58 - 0.17

14 15.3.30-15.4.5 70 44 8 12 0.20 0.57 - 0.13 - - 0.42 - 0.08

15 15.4.6-15.4.12 70 44 8 12 0.39 0.68 - 0.13 0.08 0.08 0.25 - 0.42

16 15.4.13-15.4.19 70 44 8 12 0.16 0.89 0.13 - - - 0.25 - 0.17

17 15.4.20-15.4.26 70 44 8 12 0.59 0.64 0.13 0.13 - - 0.25 - 0.17

18 15.4.27-15.5.3 70 44 8 12 0.41 1.30 0.13 0.25 0.08 0.08 0.42 - -

19 15.5.4-15.5.10 70 44 8 12 0.14 0.95 0.13 - - - 0.17 - 0.08

20 15.5.11-15.5.17 70 44 8 12 0.25 0.82 - 0.25 - - 0.17 - -

21 15.5.18-15.5.24 70 44 8 12 0.57 1.25 0.13 0.13 - - 0.25 - -

22 15.5.25-15.5.31 70 44 8 12 0.27 1.02 - 0.63 - 0.25 0.33 - 0.08

23 15.6.1-15.6.7 70 44 8 12 0.27 1.20 0.13 0.25 - 0.08 0.50 - 0.08

24 15.6.8-15.6.14 70 44 8 12 0.39 1.14 - 0.75 - 0.50 0.42 - -

25 15.6.15-15.6.21 70 44 8 12 0.18 0.95 - 0.13 0.08 0.42 0.33 - -

26 15.6.22-15.6.28 70 44 8 12 0.43 1.50 - 1.00 0.08 0.08 0.08 - -

27 15.6.29-15.7.5 70 44 8 12 0.91 1.30 - 1.88 - - 0.25 - -

28 15.7.6-15.7.12 70 44 8 12 0.32 1.05 0.50 0.88 0.08 0.17 0.25 - -

29 15.7.13-15.7.19 70 44 8 12 1.00 1.64 0.13 0.13 0.08 0.17 0.42 - -

30 15.7.20-15.7.26 70 44 8 12 1.14 1.05 - 0.63 - 0.17 0.50 - -

31 15.7.27-15.8.2 70 44 8 12 1.18 1.02 - 1.50 - 0.25 0.33 - -

32 15.8.3-15.8.9 70 44 8 12 1.43 1.27 - 1.00 0.08 0.33 0.25 - -

33 15.8.10-15.8.16 70 44 8 12 0.57 0.91 - 0.88 - 0.08 0.17 - -

34 15.8.17-15.8.23 70 44 8 12 0.64 1.39 - 4.00 - - 0.50 - -

35 15.8.24-15.8.30 70 44 8 12 0.45 1.16 - 2.50 - - 0.50 - -

36 15.8.31-15.9.6 70 44 8 12 0.68 1.02 - 2.38 - 0.08 0.50 - -

37 15.9.7-15.9.13 70 44 8 12 0.70 1.34 - 3.50 - 0.17 0.25 - -

38 15.9.14-15.9.20 70 44 8 12 0.32 1.52 - 2.75 - - 0.58 - -

39 15.9.21-15.9.27 70 44 8 12 0.23 1.16 - 2.13 - - 0.67 - -

40 15.9.28-15.10.4 70 44 8 12 0.39 1.36 - 2.75 - - 0.83 - -

41 15.10.5-15.10.11 70 44 8 12 0.39 1.48 - 3.25 - - 0.83 - -

42 15.10.12-15.10.18 70 44 8 12 0.02 1.48 - 2.88 - 0.17 0.75 - -

43 15.10.19-15.10.25 70 44 8 12 0.02 1.70 - 3.38 - - 0.75 - -

44 15.10.26-15.11.1 70 44 8 12 0.14 1.07 - 2.75 - - 0.50 - -

45 15.11.2-15.11.8 70 44 8 12 0.11 1.32 - 2.63 - - 0.83 - -

46 15.11.9-15.11.15 70 44 8 12 0.09 1.41 - 1.88 - - 0.42 - -

47 15.11.16-15.11.22 70 44 8 12 0.09 1.50 - 3.38 - - 0.92 - -

48 15.11.23-15.11.29 70 44 8 12 - 1.18 - 3.13 - - 0.25 - -

49 15.11.30-15.12.6 70 44 8 12 - 1.77 0.13 2.13 - 0.08 0.92 - 0.08

50 15.12.7-15.12.13 70 44 8 12 0.02 1.95 - 3.63 - - 1.00 - -

51 15.12.14-15.12.20 70 44 8 12 0.05 2.25 - 3.75 - - 0.83 - -

52 15.12.21-15.12.27 70 44 8 12 - 2.75 - 3.88 - - 0.67 - -

53 15.12.28-16.1.3 70 44 8 12 - 1.55 0.13 0.75 - 0.08 0.42 - -

定点数 疾患名

平成27年　感染症週報（定点把握の感染症）　推移表　定点あたり患者報告数　長崎県
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１月 10 11 6 1 7 １月 12 58 9 - -

２月 10 25 9 1 14 ２月 12 49 5 1 -

３月 10 10 6 1 6 ３月 12 51 4 1 -

４月 10 15 4 2 6 ４月 12 62 8 2 -

５月 10 16 2 2 10 ５月 12 47 3 - -

６月 10 23 8 3 4 ６月 12 53 3 - -

７月 10 18 8 2 10 ７月 12 57 7 1 -

８月 10 14 5 3 6 ８月 12 56 - - -

９月 10 12 9 3 9 ９月 12 60 1 - -

１０月 10 22 12 - 7 １０月 12 67 4 1

１１月 10 11 5 1 4 １１月 12 61 1 1

１２月 10 12 5 - 6 １２月 12 77 6 2

合計 189 79 19 89 合計 698 51 9 0

平成27年　感染症月報推移表　定点当たり患者数　長崎県

１月 10 1.1 0.6 0.1 0.7 １月 12 4.83 0.75 - -

２月 10 2.5 0.9 0.1 1.4 ２月 12 4.08 0.42 0.08 -

３月 10 1.0 0.6 0.1 0.6 ３月 12 4.25 0.33 0.08 -

４月 10 1.5 0.4 0.2 0.6 ４月 12 5.17 0.67 0.17 -

５月 10 1.6 0.2 0.2 1.0 ５月 12 3.92 0.25 - -

６月 10 2.3 0.8 0.3 0.4 ６月 12 4.82 0.27 - -

７月 10 1.8 0.8 0.2 1.0 ７月 12 4.75 0.58 0.08 -

８月 10 1.4 0.5 0.3 0.6 ８月 12 4.67 - - -

９月 10 1.2 0.9 0.3 0.9 ９月 12 5.00 0.08 - -

１０月 10 2.2 1.2 - 0.7 １０月 12 5.58 0.33 0.08

１１月 10 1.1 0.5 0.1 0.4 １１月 12 5.08 0.08 0.08

１２月 10 1.2 0.5 - 0.6 １２月 12 6.42 0.50 0.17

淋
菌
感
染
症

平成27年　感染症月報推移表　患者報告数 長崎県
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３ 医療機関病原体検出情報 
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医療機関病原体検出情報（月報及び年報） 
 
「長崎県感染症発生動向調査事業実施要領」に基づき、長崎県感染症情報センター機能の一
環として、地域の中核医療機関等の臨床検査室（微生物部門）の病原体検出数（月報）を集計
し、その結果を医療機関に還元することにより、良質かつ適切な医療の提供に寄与し、感染症
発生の予防及び蔓延の防止を目的とする。 
 
 
 
対象医療機関 
 長崎市、大村市及び佐世保市の各１施設。 
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

平成27年　　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

233
110
1460 合　　　　　　計

217

133

12
113

71
1

39

9

ヒト由来

25

21

検出 海外旅行者

67

30

18

2
12

ヒト由来
検出 海外旅行者

3

ヒト由来
検出 海外旅行者

ヒト由来
検出数 海外旅行者

ヒト由来

1

ヒト由来
検出 海外旅行者

ヒト由来

615

4

52

57

37

検出 海外旅行者

40

1

205
9

179

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

1

1

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型 コード 菌種・群・型 コード 菌種・群・型 コード 菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　） Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ
Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

合　　　　　　計

コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

1

38
13Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

合　　　　　　計

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus B
PRSP／PISP

25

PRSP／PISP以外

Bordetella pertussis
Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

検出数

3

580
56
123 ヒト由来

検出 海外旅行者

PRSP／PISP以外
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

合　　　　　　計

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

46

1

32
22
2

菌種・群・型コード

合　　　　　　計

海外旅行者

11

コード 菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

30

1

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 178

10

2

コード

４５３ Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

30
94

検出数 海外旅行者 1110

90

279

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

164

18

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ） 215

13

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

8

89

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

9

長崎県環境保健研究センター

57

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

PRSP／PISP以外

Streptococcus B
PRSP／PISP

69

312

合　　　　　　計

コード 菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

ヒト由来

9
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

102 ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

2Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

長崎県環境保健研究センター

PRSP／PISP以外

3

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

コード

16

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

合　　　　　　計

7

菌種・群・型

10

3

ヒト由来
検出 海外旅行者

11

117

4

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
38

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

8

21

検出

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

5

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

3

コード

合　　　　　　計

Bordetella pertussis

菌種・群・型

55

PRSP／PISP以外
1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

ヒト由来
海外旅行者

PRSP／PISP以外
PRSP／PISP

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

合　　　　　　計 4
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

平成27年1月分　集計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

PRSP／PISP

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　

TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

ヒト由来

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ
合　　　　　　計

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

検出

21
15

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

海外旅行者
コード 菌種・群・型

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

2

合　　　　　　計

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

1

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

3

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

４５３

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

2

13

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

45
3

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

1

18合　　　　　　計113

1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

コード

4

5

13

3

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．合　　　　　　計

Anaerobes
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

菌種・群・型

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

検出

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

コード

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

検出

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

コード 菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

1

3
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

12

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

1

ヒト由来
検出

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

コード 菌種・群・型

2

ヒト由来
検出 海外旅行者

3

16

ヒト由来
海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus B

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

12
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

15

6

1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
5
25 5

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

コード 菌種・群・型
検出 海外旅行者

ヒト由来

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

海外旅行者

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

ヒト由来
海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

合　　　　　　計

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

菌種・群・型
ヒト由来

検出 海外旅行者
菌種・群・型

4

25

12

合　　　　　　計

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

検出
Bordetella pertussis
Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

海外旅行者

ヒト由来

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

合　　　　　　計

1

5

海外旅行者

ヒト由来

52

検出

3

コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

ヒト由来
検出 海外旅行者

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓＰｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

6

コード

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ以外

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

2

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

2

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

15Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

5

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Streptococcus　BＳｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

PRSP／PISP以外Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

PRSP／PISP

6

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

19

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ
合　　　　　　計 8

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

菌種・群・型

1

5

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

1

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

菌種・群・型 コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ
Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ
Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

菌種・群・型 コード

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

コード 菌種・群・型

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

6

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

13

18

3

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

6

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

2

４５３

ヒト由来
検出 海外旅行者

43

検出 海外旅行者

1

7

2

コード
ヒト由来

118

菌種・群・型

合　　　　　　計

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

9
Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ
合　　　　　　計 16

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

3
6

5

22

15

FAX：0957-48-7570

海外旅行者

2

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　

TEL：0957-48-7560

1

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

98

ヒト由来

PRSP／PISP以外

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Streptococcus B

1

18

菌種・群・型コード

PRSP／PISP

長崎県環境保健研究センター

平成27年2月分　集計

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

5

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
7

検出

合　　　　　　計

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

41

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

2

7

平成27年3月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

合　　　　　　計

4

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 16

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

4

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

5
7

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

52合　　　　　　計

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

検出

2

海外旅行者

2

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

2

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

124

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

コード

23

海外旅行者

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

合　　　　　　計

1
ＵｒｅａｐｌｓｍａＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

14

検出
菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

ヒト由来

103

6

2

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

海外旅行者

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

18

ヒト由来

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

15

35
Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

ヒト由来

40

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

コード 菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

４５３

PRSP／PISP以外

Streptococcus B
PRSP／PISP

3
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

検出

4合　　　　　　計

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

4

コード 菌種・群・型

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

検出 海外旅行者
菌種・群・型

4

PRSP／PISP

コード

5

Bordetella pertussis
Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

ヒト由来

2

検出 海外旅行者

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus B

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ
合　　　　　　計 3

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

PRSP／PISP以外

1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes

合　　　　　　計

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

2

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
1

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

1
Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ
Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず
Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）

菌種・群・型 コード
ヒト由来
検出

ヒト由来
コード 菌種・群・型 菌種・群・型

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

コード
検出 海外旅行者

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

4

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

ヒト由来

17

20

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

コード 菌種・群・型

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

ヒト由来
検出 海外旅行者

16Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉＥｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

1

海外旅行者 検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

菌種・群・型

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

1

11
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 11

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ） 8

27
10

2

4

2

10

12
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

1
12

コード

1

12

14

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

2

合　　　　　　計 23

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ

Anaerobes
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

4Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．
5

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
海外旅行者

ヒト由来
菌種・群・型コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

3

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

1
2

PRSP／PISP

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

3
1
1

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

菌種・群・型 コード 菌種・群・型
ヒト由来

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus B

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

菌種・群・型
ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

1

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
検出 海外旅行者

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ） Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

コード

合　　　　　　計

検出

6

ヒト由来

5

43

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

合　　　　　　計

PRSP／PISP
1

Bordetella pertussis

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

1PRSP／PISP以外

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

1

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

5

コード

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 12
13

４５３

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

ヒト由来

4

海外旅行者検出 4

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

31合　　　　　　計

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

海外旅行者

4

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

ヒト由来
検出

45

合　　　　　　計 7

検出 海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
15

9

15
117

23

2

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

PRSP／PISP以外
4

6

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

海外旅行者検出

81

ヒト由来
菌種・群・型

合　　　　　　計

PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

17
Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

18

PRSP／PISP以外

4Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

13
2

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

コード

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

コード 菌種・群・型

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

PRSP／PISP以外
合　　　　　　計

2

海外旅行者
コード

ヒト由来
検出

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

ヒト由来

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

平成27年4月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

コード
検出 海外旅行者

8

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
2
11

1
2
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

ヒト由来
検出 海外旅行者

PRSP／PISP

15Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

1
PRSP／PISP以外

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

1
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus B

合　　　　　　計

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

3

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

菌種・群・型

3

3

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ） Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

合　　　　　　計

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ
Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

2

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

1
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
検出 海外旅行者

菌種・群・型 コード 菌種・群・型 コード
ヒト由来 ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明 Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

コード

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

3

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Bordetella pertussis

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ 5

8

4

2

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

コード

Anaerobes
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

菌種・群・型
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ

コード

ヒト由来
検出 海外旅行者

24

2

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ 21

15

2Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

4
2

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

海外旅行者 合　　　　　　計

PRSP／PISP以外

7

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ 8

合　　　　　　計 20

Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

海外旅行者

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

PRSP／PISP

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

ヒト由来

1

合　　　　　　計 124

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

4

12

97

3

ヒト由来
海外旅行者

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

9

11

長崎県環境保健研究センター

平成27年5月分　集計

12

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　

11
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

検出

3
3

合　　　　　　計
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

52

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

検出
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

PRSP／PISP

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

2

菌種・群・型

17

16

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

7

PRSP／PISP以外

海外旅行者

3

検出

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

ヒト由来

49

コード
ヒト由来

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

検出

2 Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ４５３

Streptococcus B

菌種・群・型コード

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

1

3

合　　　　　　計

コード

22

16
1
3
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

ヒト由来

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ
合　　　　　　計

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

13

52合　　　　　　計

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

PRSP／PISP以外

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ
PRSP／PISP以外

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

海外旅行者検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ 菌種・群・型

4
Bordetella pertussis

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

コード

海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

コード

1

ヒト由来

2

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

1

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

4

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

15

Anaerobes

2

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ
合　　　　　　計検出

PRSP／PISP

菌種・群・型

7
2

PRSP／PISP以外 1

コード

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
4
59Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

合　　　　　　計
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

2

1

Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

合　　　　　　計

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

検出 海外旅行者

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ
5

コード

19
8

12
26

125

1

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ 6

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

1

PRSP／PISP以外

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

5

1

海外旅行者検出
ヒト由来

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

ヒト由来

1

合　　　　　　計

菌種・群・型

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

100

2
1

PRSP／PISP

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

14
16

13

22

19

17

海外旅行者検出

4

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

4

コード
ヒト由来

菌種・群・型

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

４５３

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

19

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

ヒト由来

TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

検出検出 海外旅行者
コード

3

検出 海外旅行者

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

コード

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型
ヒト由来

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

菌種・群・型 コード 菌種・群・型コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

12

合　　　　　　計

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

平成27年6月分　集計

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Streptococcus B
PRSP／PISP

5

2

0

ヒト由来

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae  O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

ヒト由来
検出 海外旅行者

合　　　　　　計

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

コード 菌種・群・型

2

14

3

5
1 Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

1
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

2

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

合　　　　　　計

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

コード 菌種・群・型

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
2

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

合　　　　　　計 0
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

14
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

海外旅行者

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

ヒト由来
検出

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ 15

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Streptococcus B
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　） Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型 菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

コード
検出

4

海外旅行者

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

菌種・群・型

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

コード

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

1

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

1

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ

2

1
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

Bordetella pertussis

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ 18

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－
４５３

1

海外旅行者

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

4

8

4

菌種・群・型

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
合　　　　　　計

ヒト由来

2

PRSP／PISP

17
Streptococcus B 2

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

56

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

PRSP／PISP以外

検出

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ） 19

17

3

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ
22

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

PRSP／PISP

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

5

合　　　　　　計

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

合　　　　　　計

1

58
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

コード
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

菌種・群・型

96

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

検出

11

海外旅行者

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

17

6
9

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

ヒト由来

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

10
32

137

1

6

12

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

PRSP／PISP以外

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

6
2

検出

コードコード

コード
ヒト由来

海外旅行者

ヒト由来
検出 海外旅行者

ヒト由来

長崎県環境保健研究センター

平成27年７月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

1
2

ヒト由来
海外旅行者検出

1

1

ヒト由来

55

2

24

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

66

2

海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

1

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

平成27年8月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

コード

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

菌種・群・型
ヒト由来

検出 海外旅行者

20

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Streptococcus　B

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

ヒト由来
海外旅行者

PRSP／PISP以外

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

菌種・群・型

合　　　　　　計

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

PRSP／PISP

Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

PRSP／PISP以外
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

PRSP／PISP以外
0

PRSP／PISP

合　　　　　　計

5

5

検出

1

合　　　　　　計

海外旅行者

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

合　　　　　　計

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

2

6

17

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ9

14
146

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

検出

36

4Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ 53

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

15

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

20

6

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 11
4

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

1

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

ヒト由来

3

海外旅行者

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

菌種・群・型

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

４５３

コード

検出

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Bordetella pertussis

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

3

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）

1

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

菌種・群・型 コード 菌種・群・型 コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

ヒト由来
検出

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず
Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ
1

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ以外

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

合　　　　　　計

検出 海外旅行者

4

ヒト由来

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

4

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

2

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

コード

コード

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
6
1

コード
4

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ
菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

3Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．Anaerobes 1

菌種・群・型
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

1

18 Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

5

15
合　　　　　　計

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

9

1
6 Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

コード
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

25

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

2

9

1

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

ヒト由来

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

コード
検出

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Streptococcus　B

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

7

1
13

1

2

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

3

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

菌種・群・型
ヒト由来

検出 海外旅行者
コード

検出海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

2Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ PRSP／PISP

コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

ヒト由来

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

コード

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

5

1

合　　　　　　計

菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

海外旅行者

菌種・群・型
検出
ヒト由来

44
合　　　　　　計

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）
Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明
Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

コード

1

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明

2

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ Ｅ以外

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

1
1

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ
Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ
Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

1

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

コード

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

検出

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

合　　　　　　計
PRSP／PISP以外

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

1

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

合　　　　　　計

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes

合　　　　　　計
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

5

0

6

Bordetella pertussis

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

ヒト由来
海外旅行者

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

４５３ Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

コード 菌種・群・型
検出
ヒト由来

海外旅行者

PRSP／PISP以外

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

検出

3

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

2
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

7
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

1

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

6

コード

1

15

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

34
7

PRSP／PISP
2

3
109

9

ヒト由来

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ） 15

1

30

検出

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

18
Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

PRSP／PISP以外

海外旅行者

3
2
83

菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

12
1

合　　　　　　計

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ 6
Ｕｒｅａｐｌｓｍａ

Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ
19合　　　　　　計

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

平成27年9月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

15
海外旅行者

13
5

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

16
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

6

13

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ
2 2

16

19 6

111

7

1

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

1

ヒト由来

8

1

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

検出

菌種・群・型

PRSP／PISP以外

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ） 1

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

20

ヒト由来 ヒト由来
検出 海外旅行者検出 海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型 コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

合　　　　　　計

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

7

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

4

3

33

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
4
7

2

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

コード
ヒト由来
検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

2合　　　　　　計

コード 菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

ヒト由来
検出

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明

Streptococcus B

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外
Anaerobes

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

1

コード

海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

コード

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

7

7
コード

2

PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

菌種・群・型
Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

PRSP／PISP以外
PRSP／PISP

合　　　　　　計

Bordetella pertussis

ヒト由来
検出 海外旅行者

5

9

51

ヒト由来
検出
1

海外旅行者

1
1

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

73

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

検出 海外旅行者

ヒト由来

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

1

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

8

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

6

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

1

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

4

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

コード 菌種・群・型

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

コード

合　　　　　　計

４５３

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

平成27年10月分　集計

PRSP／PISP
PRSP／PISP以外

PRSP／PISP以外
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

13

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

6

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

合　　　　　　計

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

21合　　　　　　計

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ 11
8

73

15

検出 海外旅行者

9



 - 80 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

4

海外旅行者

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

10

コード

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

ヒト由来
検出 海外旅行者

菌種・群・型

8

平成27年11月分　集計 TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

PRSP／PISP以外 Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

合　　　　　　計
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

PRSP／PISP以外

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ） 7
9

14

35

1

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

合　　　　　　計

コード

82

ヒト由来

1

14Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

1

3
Ｕｒｅａｐｌｓｍａ
Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

合　　　　　　計 13

PRSP／PISP以外

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

PRSP／PISP

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

6

22

検出
1
8

海外旅行者

海外旅行者

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

コード

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

検出
菌種・群・型 菌種・群・型

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明

ヒト由来

PRSP／PISP以外
Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ

5

6
121

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

合　　　　　　計

27

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

1

合　　　　　　計

４５３

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－
Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

海外旅行者検出

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

1

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

8

検出

PRSP／PISP

菌種・群・型

Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

コード

18

ヒト由来

3

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

合　　　　　　計

Anaerobes

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

コード

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ
Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊
Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ
Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ
Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ

合　　　　　　計

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

PRSP／PISP

0

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）

コード
検出 海外旅行者

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

ヒト由来
検出

コード
ヒト由来

海外旅行者

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

1

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

1

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

7

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Streptococcus B

合　　　　　　計

2

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Bordetella pertussis

コード

検出
2

海外旅行者

20

コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

菌種・群・型

1

1

ヒト由来
検出 海外旅行者

6
49

Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

2
10Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

1

5

5
5

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

菌種・群・型
1

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
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病原微生物検出報告書書式３Ｂ

分離材料：糞便 分離材料：糞便（つづき） 分離材料：髄液 分離材料：血液

００３ ３０１ ００１ ００１
００４ ３０１ １１８ ００３
００６ ３０１ ０３０ ００４
００７ ３０１ １０６ ４２６
００８ ３０２ ４５１ １１８
１０１ ３０２ ２２６ ０３０
１０２ ３０２ ０３２ １０６
１０４ ３０２ ４５２ １０２
１０５ ３０３ ０３８ ４５１
１０６ ３０３ ２２６
１０７ ３０３ ４２１
１０８ ３０３ ０３２
１０９ ３０４ ４５２
１１０ ３０５ ０３８
１１２ ４０１ ４２２
１１６ ４０２ ０４２
１３２ ４０３
１３３
２０２ 分離材料：喀痰、気管吸引液および下気道からの材料
２０３ （）＊：海外旅行者分再掲 分離材料：咽頭および鼻咽喉からの材料
２０４ ＊　　Ｖｅｒｏ毒素産生性を確認した例について検出数を記入して
２０５ 　　ください。また、裏面のEHEC/VTEC情報記入欄に現時点で １０９
２０６ 　分かる範囲の情報を記入してください。 ０３７
２０７ １１８
２１３ ＊＊V.cholerae O139が検出された場合は、裏面の「V.cholerae ０３０ １１９
２１４ 　　O139情報」記入欄に記入してください。 ０３１ １１８
２１５ ４５２ ０３９
２１６ 分離材料：穿刺液（胸水、腹水、関節液など） ０３８ １０２
２１７ ０３６ ４２２
２１８ ０４２
２１９ ００１ ４５１
２２０ １１９ １０９
２２１ １１８ ２２６
２２２ ０３０ ０３１
２２３ １０２ ０３２
２２４ １６３ ４５２
２２５ ４５１ ０３８
４５１ ２２６ 分離材料：尿 ４２２
２２６ ４２１ １２５
２２７ ４５２
２２８ ０３８ ００１
２２９ ４２２ １７６ 分離材料：陰部尿道頸管擦過（分泌）物
２３０ １２５ １１９
２３１ ４２３

１０２ ０２９
４５１ ０３２
２２６ １７９
４２１ １２４
４２４ ４２５
４２５ １６２

11

10

11
135 合　　　　　　計

TEL：0957-48-7560

FAX：0957-48-7570

4Anaerobes

平成27年12月分　集計

1Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

17
1

コード 菌種・群・型

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性 2

4

13

検出

1

7
7
10

7

2

49

33

ヒト由来
検出 海外旅行者

17

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ
Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ　Ｅ以外

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ

3Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ以

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｃｏｌｉ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｓｏｂｒｉａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ／ｃｏｌｉ種別せず

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（－）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１３９，ＣＴ（＋）＊＊

Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１&Ｏ１３９以外
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ Ｏ１３９，ＣＴ（－）＊＊

Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ１：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｏｇａｗａ，ＣＴ（＋）

Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ２：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（－）
Ｖ．Ｃｈｏｌｅｒａｅ　Ｏ３：Ｅｌ　Ｔｏｒ，Ｉｎａｂａ，ＣＴ（＋）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ

Ｃａｍｐｙｌｏｂａｃｔｏｒ　ｊｅｊｕｎｉ

Ａｅｒｏｍｏｎａｓ　ｈｙｄｒｏｐｈｉｌａ／ｓｏｂｒｉａ種別せず

Ｐｌｅｓｉｏｍｏｎａｓ　ｓｈｉｇｅｌｌｏｉｄｅｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ９（Ｄ１）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ９，４６（Ｄ３）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ１，３，１９（Ｅ４）

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１８（Ｋ）

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

菌種・群・型

3

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ その他

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ Ｏ３，１０（Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３）

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ

Ｖｉｂｒｉｏ　ｍｉｍｉｃｕｓ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　群不明

Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｐｓｅｕｄｏｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ
ヒト由来

海外旅行者

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

ヒト由来
海外旅行者

2

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ１３（Ｇ１，Ｇ２）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性

コード

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ８（Ｃ２，Ｃ３）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型（　　）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型その他
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｂｏｙｄｉｉ　　　　 型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ

Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ A
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｙ

Streptococcus B

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ その他，不明
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ７（Ｃ１，Ｃ４）
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｏ４（Ｂ）

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．

検出 海外旅行者

Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｔｙｐｈｉ
Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　Ｐａｒａｔｙｐｈｉ　Ａ

コード

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ病原大腸菌血清型（ＥＰＥＣ）

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ腸管出血性（ＥＨＥＣ／ＶＴＥＣ）

ヒト由来
検出 海外旅行者

菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ組織侵入性（ＥＩＥＣ）
Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ毒素原性（ＥＴＥＣ）

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ　型不明
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　　　 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｆｌｅｘｎｅｒｉ　ｖａｒ．Ｘ

7

ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ
ＰＲＳＰ－ＰＩＳＰ以外

Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ

Ｓｈｉｇｅｌｌａ 群不明

Ｇｉａｒｄｉａ　ｌａｍｂｌｉａ
合　　　　　　計

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
合　　　　　　計

PRSP／PISP

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ
Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

ヒト由来

コード 菌種・群・型

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ

Bordetella pertussis
Heamophilus　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ
Ｎｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ

検出 海外旅行者

1

Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒｉａｅ
合　　　　　　計

PRSP／PISP以外

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｏｒ　ｓｐｐ．

検出
ヒト由来

3
４５３ Iｎｔｒａｃｅｌｌｕｌａｒｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ

4

1

5

8

ヒト由来
検出 海外旅行者

6

Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｓｐｐ．

7

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ａ
Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

11

19

8

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ
Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

合　　　　　　計

4
7
28

Ｕｒｅａｐｌｓｍａ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ
Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａｇｉｎａｌｉｓ

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　コアグラーゼ陰性
Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ

4

Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

Mycoplasma　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

コード

海外旅行者

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ

51

PRSP／PISP以外
Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

菌種・群・型

Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｇｏｎｏｒｈｏｅａｅ

合　　　　　　計

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）

PRSP／PISP

Ｋｌｅｂｓｉｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ

菌種・群・型

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ

Ｓｔｅｒｐｔｏｃｏｃｃｕｓ Ｂ

PRSP／PISP以外

19

Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ａｖｉｕｍ－

Ｃｈｉａｍｙｄｉａ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ

1

合　　　　　　計

PRSP／PISP

Streptococcus B
PRSP／PISP

Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＲＳＡ）PRSP／PISP以外

94

0合　　　　　　計 Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ （ＭＳＳＡ）

Ａｎａｅｒｏｂｅｓ

検出

コード 菌種・群・型
ヒト由来

検出 海外旅行者
菌種・群・型コード 菌種・群・型

Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ

ヒト由来

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）

コード

Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型（　　）
Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｄｙｓｅｎｔｅｒｉａｅ 型その他

Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ

病　原　菌　検　出　状　況　報　告　書　　　
長崎県環境保健研究センター


